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三
国

125 

123 122 
＼ ＼

125 123 122 

す'
—
—

紙
芝
居
背
お
っ
て
村
か
ら
村
へ
子
供
ら
と
共

に

山
本
香
保
子

鉄
鎖
の
身
も
平
和
の
た
め
に
ー
—

昭
I

和
二
十
五
年一
月

服
部

慎
治

戦
争
中
の
思
い
出
な
ど
の
手
記
を
！

（
＊
原
稿
募
集）

ア
ジ
ア
は
固
く
腕
を
く
ん
で
—
|＇

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

政
春

静
子
ぐ
っ
す
り
と
ね
む
れ
ー
|―

九
五一
年
十
月
二

五
日 、
も
う
居
て
も
ら
わ
な
く
て
も
い
い 、
と
父

に
云
わ
れ
て 、
静
子
が
泣
い
た
日
に

安
藤

正
昭

ち
ち
は
は
を
返
せ
平
和
を
返
せ
—
ー＇

静
大
原
爆
展
か
ら

静
岡
大
学
工
学
部
学
友
会

ぼ
く
ら
立
派
に
生
き
る
ん
だ

1
平
和
ノ
ー
ト
か
ら

青
年
の
苦
し
み
と
希
望

ー
—

総
選
挙
に
青
年
学
生
の
声
を
！

私
達
の
権
利
は
私
達
に

ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
詩

麻
布
高
校

学
園
を
囲
む
基
地
と
予
備
隊

新
発
田
は
斗
っ
て
い
る

堀
江

大
谷
喜
伝
次

山
崎

正
和

92 

8
�
4 

85 

青
春
と
純
潔
を
返
せ

ア
ル
バ
イ
ト
を
か
ち
と
る

84 

亮
吉

7
�
4 

77 

河
野

美
子

72
ー

74

沖
口
み
の
る

40
8

42

¢
お
母
さ
ん
！

こ
れ
が
私
の
職
場
で
すク

米
軍
の
職
場
か
ら

反
戦
権
利
擁
護
大
会64
ー

719
77

39 34 34

2

�
2 

28 

特
集

ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ

広
島
は
ま
だ
呻
い
て
い
る

62 

1

55
 

‘,̀̀'`
 

5
 

44
ー

50
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ひ
び
き

I
読
者
か
ら
の
通
信

創
作

田
所

泉

138
ー

149

ア
カ
シ
ア
の
町
で＇

�
植
民
地
も
の
が
た
り

と
シ
ュ
ー
ラ』

映
画
紹
介
「
原
爆
の
子」

z

137 

(
11)
 

2

32
 

‘
ー

ー

学
評
編
集
部
の
皆
さ
ん
へ

達
の
研
究

良
書
紹
介

加
藤

コ
ス
モ
・

デ
ミ
ヤ
ン
ス
カ
ヤ
著
『
ゾ
ー

ヤ

ヽjー

野

137 

文

134
ー

136

東
京
都
立
大
歴
史
学
研
究
会

126
ー

133

ひ
と
り
よ
が
り
だ
っ
た
私

一
人
拾
円
カ
ン
パ
中
間
報
告

連
載•
沢
戸
部
落
の
歴
史

画
と
文

日
本
の
『
西
部
の
町』
チ
ト
セ

石
間
を
わ
る
し
ぶ
き

訓
練

世
界
の
何
処
か
で

学
園
評
論
を
こ
ん
な
雑
誌
に
11"

目
次
カ
ッ
ト

扉
絵

母
与
子
（
木
刻）

梓

民
衆
と
学
問・
民
衆
と
政
治

浩
二

関
西
教
授
座
談
会

全
国
遊
説
に
参
加
し
て

奈
良

本
辰
也
／
桑
原
武
夫
／
島
恭
彦
／
吉
村
達
次
／
鶴
見

表
紙
写
真

口
絵

（
＊
保
安
隊）

武
雄

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
小
学
校
で
空
襲
に
そ
な
え
た
待
避

ー2
 

。2
�

 

l

l

 

ー〇ー

僕
ら
の
学
問
を
国
民
に
奉
仕
し
よ
う

僕
ら
と
同
じ
だ
っ
た
村
民
の
苦
し
み

福
井

麦飯
塚

貞
子

(

7

)
 

(

8

)

ー(
10)

(

2

)
 

磯
島

(
l)
 

佐
々
木
英
男

山
村

勉

111
ー

119

雲
取

麦
夫

107
ー

111

154 153 

樋
口
み
よ
子

2

7

 

＂̂u
i
o

l

l

 

広
島
大
わ
だ
つ
み
会

93
ー

101

判
ら
な
か
っ
た
「
土」
で
食
う
苦
し
み

今
村
勝
哉
／
丸
山
昇
／
上
野
晃
／
西
ゆ
き
子

一
九
五一
年
七
月
三
0
日
（
＊
詩）

猪
野

健
治

大
平
和
祭
りー
|—

八
月
二
十
四
日
・

江
戸
川
河
畔
で

（
＊
報
告）

／
筆
者
紹
介

編
集
室
か
ら

第
一

巻
第
四
号

小
池

賢

一
九
五
二
（
昭
和
二
七）
年―
一
月一
日
発
行

z

152
ー

153

0

3

5
/
5

 

l

l
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お
ば
さ
ん

共
同
討
議

日
本
工
業
の
実
状
と
技
術
者
（
民
主
主
義

科
学
者
協
会
東
大
工
学
部
班）

座
長
／
山
本
／

川
島
／
佐
藤
／
吉
田
／
石
川
／
青
島
／
桐
野
／
坂
本

／
林
／
江
藤

特
集

学
園
と
自
由

明
治
大
学
|
|

私
学
の
経
営
と
学
生
の
要
求

学
園
問
題
研
究
会

女
子
大
は
民
主
化
さ
れ
た
か
（
日
本
女
子
大）

ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ

成
瀬
教
育
の
道
場
を
み
る

詩

私
の
「
女
子
寮
記」

—
|＇

私
は
人
間
と
し
て
生
き

幸
田

佳
子

65
ー

68

5
�
8 

64 57 

4
�
2 

49 

王
城
寺
物
語

東
北
大
学
文
学
研
究
会

田
所
泉
／
三
浦
正
恵
／
阿
部
文
勇
／
長
谷

川
勉
／
八
王
子
刑
務
所
在
監
八
0
一

号
／
八
王
子
刑

務
所
未
決
八
0
二
号
／
中
川
和
雄

筆
者
紹
介

ひ
び
き

手
記

ア
メ
リ
カ
兵
秘
録

紙
芝
居
台
本
（
試
作
第
二）

佐
々
木
英
雄

竹
山

信
平

木
版
画
展
覧
会
を
開
い
て
（
北
大
芸
術
鑑
賞
サ
ー
ク
ル）

8

1

ー
ー
2

1―
▲

l
 

,121.l

9

7

。
�
ー

l

l

104
ー

108

1

3

 

。

�
O

l

l

 

和
子

100 

- 53 -

90
ー

96

文
化
祭
の
記
事
を
！

（
＊
原
稿
募
集）

中
国
学
生
の
解
放
運
動

島
田

政
雄

36 34 
) } 

41 35 35 

89 

明

私
は
マ

大
分
県
（
そ
の
II)

こ
じ
ま
•

ゆ
ず
る

祖
国
の
独
立
大
学
の
自
治
は
ど
こ
に
あ
る

ー
フ
ィ

の
ス
パ
イ
だ
っ
た
！

自
治
研
究
会
編

沢
戸
部
落
の
歴
史

石
間
を
わ
る
し
ぶ
き
（
第
二
回）

東
京
都
立
大
歴
史
学
研
究
会

版
画
の
平
和
ポ
ス
タ
ー

共
同
製
作
（
北
大
芸
術
鑑
賞
サ

ー
ク
ル）

平
田

寺
島
由
起
夫

封
建
的
な
竹
田
地
方
で

大
代

81 

89 

34 

治
平

俊
輔
／
今
井
俊
一

夏
休
み
の
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ

活
動

大
分
県
（
そ
の
I

)

郷
土
の
人
た
ち
と
語
り
な
が
ら

職
能
制
高
校
の
レ
ヂ
ス
タ
ン
ス

手
記

貧
困
学
生
の
生
活
か
ら

矢
崎

小
沼

n

2

6

三
良

7
ー

7

2

)
4 

31 

た
い
の
で
す

71 

57 

古
島

弘
子



第
二
巻
第
一

号

目
次
カ
ッ
ト

学
生
の
社
会
的
自
覚
に
就
て

学
界
の
焦
点

原
子
力
管
理
委

日
本
に
お
け
る
原
子
力
研
究

I
原
子
力
管
理
委
員
会
設
置
を
め
ぐ
っ
て

岡
本
上
原

専
禄

清一

2
)
4 

28 
\2
23 

口
絵

日
本
映
画
の
新
し
い
希
望

「
真
空
地
帯」
／
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔」
／
「
女
ひ
と

り
大
地
を
行
く」

新
し
い
日
本
人
の
形
成
—
|＇
歴
史
と
教
育
の
問
題

よ
り
よ
い
明
日
の
た
め
に

本
誌
編
集
部

加
茂

正
之

就
職
問
題
を
考
え
る
|
—
社
会
人
の
反
響

中
小
企
業

伊
藤
今
朝
市

労
働
組
合

塩
谷

信
男

労
働
者

桜
井

守

57 56 55 54 

(

7

)

ー
(

10

)

編

福
井
澄
子
／
阿
久
井
茂

第
二
巻
に
進
む
に
あ
た
っ
て
／
全
国
編
集
委
員
に
つ
い

て
の
お
願
い
／
生
活
の
記
録 、
サ
ー
ク
ル
誌
募
集
！

集

部

絹
集
室
か
ら

一
読
者
が一
読
者
を
ふ
や
そ
う

I
固
定
読
者
は
雑
誌

の
生
命
／
拾
円
カ
ン
パ
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
方

学
園
評
論
社

一
九
五
三
（
昭
和
二
八）
年一
月一
日
発
行

z

(

6

)
 

徹35
ー

37
.

41

解
決
に
必
要
な
研
究
の
自
由ー
�
原
子
力
管
理
委
を

大
衆
討
議
す
る

藤
井

特
集

就
職
の
現
実
と
理
想

就
職
白
書

吉
田
首
相
へ
申
入
れ
／
自

ゴ
ー
ル
イ
ン
は
何
人
？
／
就
職
悲
喜
劇
は
何
を
語

る
／
当
事
者
へ
の
不
満
／
「
身
を
落
し
て
も」
は

通
ら
な
い
／
全
学
連

治
会 、
学
生
は
要
望
す
る

俊

(

123

)
 

122 

原
子
力
管
理
委
の
問
題
|
—'
経
過
の
解
説
と
現
在

の
問
題
点

坂
田

昌一

原
子
力
研
究
の
方
向ー
|ー
日
本
で
も
平
和
的
利
用

を

伏
見

康
治

戦
争
政
策
と
原
子
力
委ー
|ー
現
実
の
政
治
と
の
関

連

広
重

4
�
2 

53 41 

32
ー

35 32 

- 54 -



パ
キ
ス
タ
ン
大
使
／
中
国
国
際
貿
易
促
進
委
員
会

(
＊
前
号
訂
正）

83 83 

文
化
祭
を
私
達
の
手
に

西
田

永
子

92
ー
93

ア
ジ
ア
展
製
作
の
記

日
中
貿
易
へ
の
努
力

武

経
営
分
析
か
ら
階
級
分
析
へ
|
|＇
新
し
い
会
計
学
の

創
造

大
阪
市
大
宮
上
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ア
ジ
ア
展
に
よ
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

母
の
奥
歯
が
か
み
し
め
た
そ
れ
を
私
は
破
ろ
う

山
村

光
枝

9
\
1 

92 

8
f 

83 

す

木
村

篤
子

91 

庄
司

7
�5 

79 

踏
ま
れ
て
も
新
し
い
芽
が
＇

叔
父
さ
ん
今
日
の
空
は

真
面
目
な
色
を
し
て
ま

北
野

太
田
嘉
四
夫63
ー
64
.

74

日
本
経
済
崩
壊
の
現
状

堀
江

正
規

「
原
爆
の
図」

を
み
て

1
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
手

E
・

ト
ウ
オ
マ
ー
ネ
ン
、

村
上
宏
訳

日
本
経
済
打
開
の
方
向

東

玲
子

89
ー
90

千
恵

90

紙

65 

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
う
た
が
聞
え
る
！

私
の
メ
ー
デ
ー

村
上

英
子

89 

6

�
6 

74 

講
座
・

就
職
と
日
本
経
済

わ
た
し
達
も
歌
え
る
！

大
塚

久
子

88 

- 55 -

日
教
組

政
治

友
人

友
人

教
師
の
意
見

就
職
雑
感

生
命
に
い
た
る
門
は
狭
い

私
が
卒
業
し
た
頃

矢
島
立
井
の
ぼ
る武

6

)
2 

63 

三
枝

敏
子

62 

佐
伯
前
田

三
郎

義
郎

岩南
間

正
男
弘

s
r 

58 58 57 57 

格
子
な
き
牢
獄
に
朝
を
（
京
都
女
子
大）

自
殺
し
た
友
に

中
村

峯
子

84
ー
86

わ
た
し
達
を
縛
る
も
の
：··
:·
：
息
苦
し
い
生
活
は
入
学
の
日
か

ら
始
ま
っ
た

入
学
式
の
日
に
希
望
は
破
ら
れ
た

山
本

幸
枝

朝
！
生
活
の
幕
が
開
く

服
部
ゆ
り
／
松
本
京
子

学
校
の
慈
悲
あ
る
親
心

北
里

人
間
と
し
て
扱
っ
て
！

今
井

学
校
は
ア
ル
バ
イ
ト
も
や
ら
せ
な
い

88 88 87 86 

手
記



昂
め
合
う
愛
情
の
中
で
抵
抗
の
灯
を

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

大
島

炭
鉱
地
帯
ロ
ケ
日
記
（
映
画
「
女

ひ
と
り
大
地
を
行
く」
ロ
ケ
隊）

書
評

千
明

茂
雄

107
\
109

rミ
ヨ

04

ー
106

ー

山
田

春
夫

102

ー
104

科
学
と
社
会
と
の
関
連
ー
|'
徳
田
御
稔
著
『
二
つ
の

遺
伝
学』

鎮
目

恭
夫

反
労
働
者
運
動
を
批
判
す
る
|_—
ジ
ョ
ン
・
イ
ー
ト

ン
著
『
反
ケ
イ
ン
ズ
論』

小
桧
山
政
克

生
活
通
信
の
舞
台
に
ー
ー
由i
分一
太
郎
編
『
綴
方
風

土
記』

西
田

勲

新
刊
紹
介

中
尾一
夫•
松
山
繁
共
著
『
ス
タ
ー
リ
ン

氏
の
招
待』
／
高
見
順
編
『
目
撃
者
の
証
言』

共
同
研
究

人
間
の
し
る
し
（
ク
ロ
ー
ド・
モ
ル
ガ
ン）

I
新
し
い
愛
情
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

自
己
愛
か
ら
人
間
愛
へ

I
主
に
物
語
を
追
っ
て

岩
上

順

軍
拡
下
の
恐
慌
分
析
の
問
題
点

IIJ
椋
広
勝
著

『
戦
争
危
機
の
分
析』

吉
村

達
次

技
巧
に
抗
う
作
家
の
良
識
—
|_
堀
田
善
衛
著
『
捜
索』

101 

00

ー
01

l

l

 

99
ー

100

g
t 

99 

9
1
6 

97 

9
�4 

96 

創
作

ひ
び
き

帰
省
(-
幕）
（
連
載
第一
匝）

早
大
自
由
舞
台
の
立
場

創
作
の
投
稿
を
！
（
＊
原
稿
募
集）

た
な
か
み
つ
お
／
青
山
正
武
該ノ

／
唐
沢
律
夫
／
菅
義
之
／
片
野
重
房

12

平
和
は
救
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
／
ク
合
唱
の
タク
／
寄
謄
雑
誌
／

本
の
う
た
ご
え
よ
お
こ
れ

121
ー
122

編
集
室
か
ら

(

123

)

第
二
巻
第
二

号

一

九
五
三
（
昭
和
二
八）

年
二
月
一

学
園
評
論
を
こ
ん
な
雑
誌
に
！

学
園
評
論
の
刊
行
を
続
け
る
た
め
に：··：
四
十
万
円
の

資
金
募
集
を
訴
え
ま
す
！

世
界
平
和
の
鍵
秘
め
る
日
本

岡
倉
古
志
郎

日
本
経
済
の
軍
事
化
と
民
族
的
抵
抗
—
|_
軍
国
主
義
復

活
の
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て

今
井

俊一

座
談
会

日
本
の
軍
国
主
義
と
青
年
1

1

そ
の
回
顧
と

展
望

早
川
正
雄
／
渡
辺
由
利
子
／
海
老
沢
咲
子

／
村
田
武
代
／
高
性
範
／
鈴
木
正
四
／
有
山
鉄
雄
／

滝
川

年
近
允

z

\4
19 3

 
ー

8

ー
(

6

)
 

(

3

)
 

121 

＂

，

 

●-．．．
 

▲

ヽ
�

ー

良

l

l

洋

113，

 

ーー
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日
給
百
六
十
円

秋
の
思
い
（
＊
詩）

英
語
の
時
間
（
＊
詩）

夜
学
生
の
叫
び

街
角
（
＊
詩）

飯
島

久
子

小

塚

丸
山
満
男
／
lJ
林
欣
之
助
／
室
井
隆
三

58 

ー

岡
部

久夫恒

池
田

修

暗
い
教
室
か
ら
（
都
立
小
山
台
高
校）

修
一

＂

 

立
口

潤
一

47 46 
) )  

48 48 47 46 47 

記

時
計
台
を
離
れ
て
—
|＇

休
学
者
か
ら
の
便
り
（
東
大
学

生
救
援
会）

そ
の
父
母
の
便
り
ー
|

元
気
な
学
生
を
み
る
に
つ
け

吾
が
子
の
病
気
が
思
わ
れ
る

大
見
ひ
さ
／
大
村
正
次
／
高
木
二
郎

病
の
床
か
ら
ー
|_

休
学
し
て
い
て
も
愛
す
る
母
校
と

何
か
つ
な
が
り
を
も
つ
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す

5
\
4 

56 

笠
松

村
田

4
�4 

45 

働
く
こ
と
と
•

学
ぶ
こ
と

野
坂

哲
也

美
し
い
友
情
と
明
る
い
生
活
の
た
め
に

本
誌
編
集
部

4

�
4

46 43 

53 

序
の
こ
と
ば

夜
学
生
の
一

日

「
暗
い
教
室
か
ら」

を
掲
載
す
る
に
当
っ
て 山
下

阿

少
女
の
た
め
の
ノ
ー
ト

（
＊
詩）

中
川

4
? 

44 42 42 

7
 

尾
崎

卓
也

52
ー

53

-5
 

戦
争
へ
の
怒
り
に
—
|

「
暗
い
教
室
か
ら」

絹
集
後

一

夜
学
生
の
手
記

俺
た
ち
の
歌
は
淋
し
く
な
い
：．

運
動
会
の
夜
・
フ
ァ

イ
ヤ
ー

ス
ト
ー

ム
の
煙
の
な
か
か
ら
：・

(
*
詩）

あ
る
夜
に

稲
海

鳥

「
だ
い
あ
る」

二
号
よ
り

41 

叫
び

金
持
と
貧
乏
人
と

苦
悩
（
＊
詩）

生
活
断
片

今
日
も
ま
た
（
＊
詩）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
生
活
ー
ー土

昂
大
経
済
学
部
機
関
紙

石
井

塚

越

52 51 

て
る

こ
と
ば

タ
カ
ク
ラ
・

テ
ル

38
\

41 i
 

.
0

 

7
 

，

 

5
 
3

3

1

 

藤 榊
村

中
川
信
雄

す
べ
て
を
賢
く 、

平
和
に

市
原

豊
太

（
＊
詩）

34 

友
人
の
話

田
中

田
口

幸
平

一

郎
晃

夫
弘
美

se 
48 

51 50 50 49 50 



作
品
研
究

作
の
た
め
の
ノ
ー
ト

書
評 一

家
の
生
計
を
支
え
て

1
私
は
こ
ん
な
姿
で
働
い

て
い
る・
だ
が
何
と
か
し
て
勉
強
し
た
い

土
田
陽一
郎
／
松
島
孝
友

そ
の
後
の
村
八
分

ボ
ス
と
暴
力
へ
の
抗
議小

川

道
子

「
村
八
分」
（
現
代。フ
ロ
近
映
協
共
同
製
作）

イ
ン
タ
ー
ン
制
度
と
日
本
の
医
学
ー
ー．
現
状
と
そ
の
問

題
点全

国
医
大
イ
ン
タ
ー
ン
対
策
協
議
会
関
西
書
記
局64
ー
70
.

53

新
し
い
歴
史
学
へ
の
模
索
|
|＇
北
山
茂
夫
先
生
に
宛
て
て

現
実
に
対
す
る
態
度

中
村

修

「
革
命
の
時
期」
と
歴
史
学

沼
田

英
子

実
践
と
科
学
性
の
問
題

池
田

正
男

文
芸
時
評

善
玉•
悪
玉•
小
説
へ
の
待
望杉

浦

明
平

許
南
麒•
火
縄
銃
の
う
た
|
|＇
叙
事
詩
創

茅
野

昇

映
画
紹
介

も
の
が
た
り

翠
95 

8?
87 

7
t 

79 

7
�
4 

77 

7
�
1 

74 

息
63 

6f
63 
翠
59 

寄
贈
誌
紙

本
誌
の
困
難
を
切
拓
い
て
発
展
の
た
め
に

編
集
室
か
ら

o

l

ー

ー
ー

l

l

 

(

113

)
 

N

(

113

)
 

ノ
ー・
モ
ア・
ヒ
ロ
シ
マ
ズ
を
全
世
界
に

9

0

＂̂u
/
l

 

l

l

 

(
＊
詩）

滝
沢

林

o

l

 

ー

ー
ー

l

l

 

説
得
力
あ
る
労
作
|
|＇
ア
ン
リ・
ク
ロ
ー
ド
著
『
ア

メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
史
的
分
析』

岡
田

丈
夫

住
宅
の
獲
得
と
改
善
を
訴
え
る

1
西
山
卯
三
著

『
日
本
の
住
宅
問
題』

風
早

信一

反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
斗
争
の
盲
点
を
つ
く
—
|＇
井
上•
鈴

木・
小
此
木
共
著
『
現
代
日
本
の
歴
史』井

ヶ
田
良
治

真
実
を
描
く
巨
大
な
詩
篇
ー——
ル
イ・
ア
ラ
ゴ
ン
著

『
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト』

井
上

正
蔵

創
作

帰
省
(-
幕）
（
連
載
第
二
回）

滝
川

三
郎

ひ
び
き

竹
内
好
／
細
田
安
子
／
飯
塚
浩
二
／
水
木

良一
／
む
ら
も
と
た
け
じ
／
青
山
昭
夫
／
栗
山
宏一

／
増
井
勇
／
中
村一
男
／
隅
原
登
喜
子
／
真
下
信一

／
久
保
庄
三
郎
／
千
葉
庄
作
／
溝
越
善
則
／
沼
崎
英

夫

9

2

 

＂̂u

�

ー

l

l

 

l

門
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み
ん
な
で
学
ぶ
た
め
に

国
民
的
科
学
の
基
礎
に
つ
い
て

I
続•
新
し
い
歴

史
学
の
模
索

北
山

茂
夫

問
題
意
識
の
空
転
に
終
ら
な
い
こ
と
ー
ー
l

北
山
先
生

の
論
文
に
つ
い
て
の
感
想

す
ず
き
け
ん
い
ち 肇

紹
介

故
郷
の
山
に
こ
た
え
て

1

東
大
護
憲
遊
説
の

記
録

特
集 ー

ド
・
モ
ル
ガ
ン
『
世
界
の
重
み』

山
下

書
評

山
之
内一
郎

中
国
の
五
•
四
運
動
と
日
本
の
学
生

稲
垣

三
郎

東
大
教
養
学
部
の
教
授•
学
生
に
よ
る
座
談
会

今
日

の
学
生
生
活
ー
ー
I

学
問•
生
活•
平
和

小
島
頴

男
／
北
通
文
／
道
家
忠
道
／
柴
垣
和
夫
／
安
部
富
士

男
／
寺
沢
正
子
／
松
本
登
久
男
／
森
田
護
郎

行
動
を
つ
ら
ぬ
く
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
ー
�
ク
ロ

学
園
評
論
復
刊
の
成
功
を
祝
っ
て

父
の
こ
と
ば

第
二
巻
第
三
号

〈
復
刊
号〉

第一
巻
主
要
目
次

4
? 

41 

3
\
2 

40 31 31 29 
\2
19 ーー

8
ー

(

6

)
 

一
九
五
三
（
昭
和
二
八）
年
六
月一
0
日
発
行

裏
表
紙

女
子
高
校
生
の
記
録

サ
ー
ク
ル
便
り

お
通
夜
で
な
く
な
っ
た
研
究
会

あ
さ
や
け
会

中
原

文
子

54
ー
59

柳
田
謙
十
郎

48

\

53

白
く
し
よ
う

世
界
の
青
春

6
)
2 

69 61 61 60 

日
の
色
に
映
る
カ
テ
ド
ラ
ル
—
|'
フ
ラ

ン
ス
で
迎
え
た
国
際
学
生
週
間
（
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン

•
テ
ラ
ロ
ー
フ）

／
生
活
の
貧
困
に
た
か
ま
る
団
結

ー
最
近
の
英
国
学
生
生
活
（
国
際
学
連
英
国
訪
問

団）

本
誌
編
集
部
訳

明
日
を
に
な
う
若
き
友
ヘ
_
—
救
国
と
平
和
に
つ
い
て

大
学
の
歴
史
そ
の
1

執
筆）

友
と
の
対
話明

治
学
院
大
学
社
研

高
校
生
の
集
い

苦
し
い
体
験
か
ら
育
つ
子
供
会

東
北
大
宮
城
野
原
学
習
会

物
語・
早
大
軍
研
事
件
（
共
同

早
稲
田
の
歴
史
を
つ
く
る
会

宮
崎

サ
ー
ク
ル
と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
つ
い
て

1
講
義
を
面

村
元

武
司

個
人
の
変
革
か
ら
全
体
の
変
革
ヘ
ー
—
ぼ
く
た
ち
の

や
っ
た
二
つ
の
調
査

純
冶

4
\
5 

47 

4
? 

44 

1

34
 

,
tヽ`．，

4
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て
復
刊
基
金
カ
ン
パ
報
告
（
第
二
回）
／
学
園
評
論
を
こ

第
二
巻
第
四
号

ひ
び
き

阿
部

知

早
稲
田
の
歴
史
を
つ
く
る
会

石
田
明
／
瀬
尾
八
郎
／
郡
山
泰
夫
／
岩
佐
秀
敏

寄
贈
サ
ー
ク
ル
誌

復
刊
基
金
カ
ン
パ
報
告
（
第一
回）

編
集
室
か
ら

一
九
五
三
（
昭
和
二
八）
年
八
月一
日
発
行

ん
な
雑
誌
に
！

祖
国
を
愛
す
—ーー
メ
ー
デ
ー
公
判
特
別
弁
護
に
た
ち

錯
夏
の
読
書

何
を
読
む
べ
き
か
（
ア
ン
ケ
ー
ト）

徳
永
直
／
蜻
川
新
／
家
永
三
郎
／
柳
田
謙
十
郎
／
田

宮
虎
彦
／
川
上
貫一
／
豊
田
四
郎
／
島
恭
彦
／
井
上

清
／
杉
浦
明
平
／
岡
邦
雄
／
島
田
政
雄
／
松
浦一
／

奈
良
本
辰
也
／
本
田
喜
代
治
／
井
上
頼
豊
／
帆
足
計

／
長
田
新
／
松
村一
人
／
名
和
統一
／
篠
原
正
咲
／

大
学
の
歴
史
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て

ーー

8
ー

(

6

)
 

(

71

)
 

(

71

)
 70 70 69 

向
上
を
願
っ
て
い
る
農
村
青
年

矢
代
健一
郎

群
馬
大
学
社
会
科
学
研
究
会28
ー
31
.

55

竹
内
好
／
無
着
成
恭
／
市
川
白
弦
／
八
杉
竜一
／
西

郷
信
綱
／
野
間
宏

勉
学
と
実
践

世
界
青
年
学
生
平
和
友
好
祭
参
加

真
下

文
学
作
品
募
集
！

工
場
の
あ
る
日

藤
田

正
彦

特
集

続
解
放
の
焦
点
|
|＇
基
地・
農
村

軍
事
基
地
と
農
村

胎
動
す
る
浅
間
山
（
本
誌
編
集
部）

浅
間
は
私
の
ふ
る
さ
と
の
山
だ

妙
義
山
演
習
地

信一

手
記
と
報
告

農
村
に
学
ぶ

私
は
な
ぜ
農
村
へ
行
っ
た
か

て
|
|
暗
い
教
室
を
の
が
れ
て 解
決
の
道
を
求
め

き
た
み・
と
も
え

遊
び
も
仕
事
も

共
に
す
る
中
で
ー
�
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
農
法
も
実
地

に
適
用

農
村
調
査
の
態
度

田
辺

皓
三

田
の
草
取
り
の
な
か
か
ら

I
す
て
き
れ
な
い
都
会
者
の
悪
い
く
せ

3
�4 

35 34 

2
�4 

27 22 20 
\
7 

20 
\2
16 
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ひ
び
き

創
作

書
評
思
い
出

芳
賀

共
同
討
議

日
本
の
農
村

朝
野
勉
／
山
崎
弘
子

／
大
橋
三
郎
／
幸
田
正
／
長
谷
川
進
／
き
む
ら
・

げ
ん
べ

詩

内
灘
か
ら

世
界
の
青
春

を

北
村

冬
樹

第
四
回
世
界
青
年
平
和
友
好
祭
特
集

本
誌
編
集
部
編

伏
見

康
治

安
藤
幸
子

わ
が
大
学
時
代
の
日
々

『
基
地
の
子』
『
日
本
の
貞
操』

／
滝
沢
富
士
夫
／
川
名
宏
子
／
三
好
和
子
／
向
井
允

子
／
土
方
路
子

サ
ー
ク
ル
便
り

太
陽
を
求
め
て

お
茶
の
水
女
子
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

研
究
会
の
一

こ
ま
か
ら

戸
板
学
園
演
劇
部

こ
れ
か
ら
し
た
い
こ
と

東
京
女
子
大
民
謡
の
会

ぉ
ち
か
さ
ん

葦
原

直
人

藤
田
孝
雄
／
吉
田
義
彦
／
小
林
喜
一

郎
／

ズ
ム
|
—
I

更
に
農
民
の
生
活
に
立
入
っ
た
運
動

62 60 

＼ ＼
68 61 61 

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

大
貫
そ
う
ら
ん
節

東
京
湾
（
＊
詩）

60 59 

5
�4 

55 53 

夜
明
ダ
ム
／
天
田
橋
／
新
中
国
の
水
利
建
設

大
分
大
自
治
会
提
供
／
京
大
写
真
部
提
供
／
国
際

写
真
通
信
社
提
供

(

3
)

ー
(

6

)

倍
化
運
動
と
支
部
結
成
を
訴
え
る
（
全
国
編
集
委
員
会）

／
学
園
評
論
を
こ
ん
な
雑
誌
に
！

民
族
の
大
同
団
結

本
田
喜
代
治

学
生
の
悩
み
に
つ
い
て

松
浦

一

東
京
湾
—
|ー
防
潜
網
と
漁
師
た
ち

東
京
都
学
生
文
学
懇
談
会

部）

48
ー

49

グ
ラ
フ

6
7

 

s.
S

2
ー

2 24 

2)1
28 

1
�6 

20 

(
10)
 

2

5

 

ー
、,
�

ー

二
百
十
日
が
来
た

再
び
く
り
か
え
す
な
（
本
誌
編
集

47 

第
二
巻
第
五
号
一

九
五
三
（
昭
和
二
八）

年
九
月
一

日

37 

お
知
ら
せ
と
お
願
ひ

編
集
室
か
ら

教
授
と
の
護
憲
遊
説
の
感
想

頭
だ
け
の
リ
ア
リ

原
口

徹

35
ー

36

沢
崎
昌
二
／
鈴
木
利
夫
／
西
田
勲
／
鈴
木
信
太
郎

寄
贈
サ
ー
ク
ル
誌
紹
介

N 

69 

71 ......_,,, 70 70 70

- 61 -



供
た
ち

教
生
日
誌
か
ら
(
II)

太
田

清
子

44
ー

45

可
憐
な
精
神
薄
弱
児
童

(
6)

 

蟹
工
船
に
出
演
し
て

蟹
工
船
（
＊
あ
ら
す
じ）
／
蟹
工
船
出
演
者

故
郷
か
ら
の
便
り

錦
を
飾
ら
ざ
る
の
記

教
生
日
誌
か
ら
(
I)

現
実
の
重
み
に
た
え
る
子

表
紙
写
真

津
田
塾
大
学
寮
生
活
の一
コ
マ

復
刊
基
金
カ
ン
パ
報
告
（
第
四
回）
／
学
園
評
論
を
こ

ん
な
雑
誌
に
！

ふ
な
と

よ
し
お

42
ー

44

第
二
巻
第
六
号
一

九
五
三
（
昭
和
二
八）

年
―
一

月
一

日
発
行

4
? 

41 

中
原

早
苗

40
ー

41

z

鶴

西
日
本
水
害
救
援
学
生
会

筑
後
川
水
系
|
|

決
壊
を
め
ぐ
る
問
題
点

義
幸

3
t 

39 

調
査
論
文

上
林
貞
治
郎
／
う
え
は
ら
ひ
さ
き
／
楠
山
亮
介

復
刊
基
金
カ
ン
パ
報
告
（
第
三
回）

編
集
室
か
ら

創
作

重
い
炎

ひ
び
き

竹
岡

敬
温

--..... --..... 
75 75 .....__,,, .....__,,, 74 

34 

濁
流
に
の
ま
れ
た
私

現
地
報
告

熊
本
を
よ
み
が
え
ら
せ

高
田

山
村

孝
子

敏一玲
子

31 31 

ス
ケ
ッ
チ

M 

田
は
池
と
砂
利

救
援
物
資
分
配
の
不
平
等

水
深
三
米

停
電
中
の
惨
事

農
作
物
は
全
滅
し
た

想
い
出

南

日
本
の
大
学
と
学
生

松
島

木
村

功

66 64 
� � 

73 65 65 

- 62 -

栄

63 

野
口

中
村

辰
夫

親
光

北
川

正
明

加
藤

正
俊

50
ー

5225

学
評
を
み
ん
な
の
も
の
に

罹
災
者
の
証
言

父
母
は
殺
さ
れ
た

内
田

昇

30 29 

＼ ＼
31 31 30 30 29 

藁
ぶ
き
屋
根
の
生
活

磐
梯
山
の
麓
か
ら

法
城
の
学
徒
た
ち

次
号
予
告

大
学
の
歴
史
発
展
の
た
め
に

I
そ
の
歴
史
に
つ
い
て

加
島

編

集

部

28 

梶
原

山
本

道
子

浩一玲
子

4
? 

50 

4
? 

49 47 



特
集

あ
る
日
の
ホ
ー
ム
・
ル
ー
ム

笹
川
教
授
担
当

生
理
学

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

「
女」
の
学
生

唇
に
歌
を
忘
れ
ず

わ
が
子
を
信
じ
て

父
母
の
愛
に
応
え
る

親
父
の
一
日
(
*
詩）

わ
た
し
ら
が
死
ん
で
も
（
＊
詩）

学
園
復
興
に
つ
い
て

I
そ
の
基
底

私
た
ち
の
教
室

哲
学
演
習

哲
学
の
根
本
問
題

わ
た
く
し
の
母

内
田
林南

知
子

四
郎

正
夫

33 

3
�

1 

32 30 

学
生
の
選
挙
権
を
擁
護
せ
よ
—
|
白
I

治
庁
通
達
を
め
ぐ

る
学
生
の
斗
い

斎
藤

六
人
の
母
と
子
の
希
い

エ
セ
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ 、

平
沢
正
夫
訳

親
の
な
や
み
|
|_
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
息
子
を
も
っ
て

高
校
教
師
と
な
っ
て

戦
後
の
文
教
政
策
を
批
判
す
る

I
八
年
の
過
程

は
何
を
物
語
る
か

勝
田

守一

Il
何
を
望
む
か

学
圏
復
興
へ
の
道
ー
�
京
都
大
学
に
つ
い
て
の
試

論

京
都
大
学
同
学
会

皿
世
界
の
教
育

世
界
教
育
の
危
機
と
将
来
|
|＇
ウ
イ
ー
ン
の
世
界

教
員
会
議

勝
雄

大
学
の
歴
史
発
展
の
た
め
に

寮
生
活
日
誌

サ
ー
ク
ル
活
動
の
経
験

山
中
湖
畔
（
＊
詩）

ひ
び
き

永
野
仁
／
き
た
み
と
も
え
／
飯
田
昭
子
／

中
野
と
お
み
や
／
猪
股
恒
夫
／
今
野
玲
子
／
三
浦
正

7
? 

72 

山
内

辰
夫

27
ー
29

幻
燈
シ
ナ
リ
オ

富
士
山
麓

玉
城

肇

22
ー
25

西
川

機
屋
女
エ
さ
ん
の
歌
う
会

民
科
八
王
子
調
査
グ
ル
ー 。フ

東
大
合
同
演
劇
勉
強
会

も
り・
す
す
む

6

�
8 

76 

6
�
5 

67 

正
雄

6

�
2 

64 

サ
ー
ク
ル
活
動
発
展
の
た
め
に

学
問
に
つ
い
て

21 

島
田

芳
子

60
ー
61

佐
木

伸

8

12

、
,
.`
｀
‘-

ー

，

 

ー

杉
本
町
校
舎
の
歩
み

上
林
貞
治
郎

5
�6 

59 
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中
沢

重
子

海
後

川
瀬

谷
村

説
田

み
な

17
ー
18

雅
子

16

ー
17

康
子

4ー6
 

ヽ

4
 
l

l

 

大
島
渚

山
岡

温
子

眠
ら
れ
ぬ
夜
に

平
野

久
子

12
\
14

文
治

ーー

8

ー

青
木

茂

55 

4

�

4 

49 

3
�

6 

43 

3
�
4 

35 



第
二

巻
第
七
号

あ
な
た
は
ど
の
政
党
を
支
持
す
る
か

お
仕
着
せ
の
就
職
試
験

田
舎
か
東
京
か

平
凡
な
生
活
へ
の
努
力

女
に
は
不
愉
快
な
職
場

卒
業
一

年
で
学
ん
だ
こ
と

三
神
峰
（
＊
詩）

特
集

転
換
期
と
若
い
世
代

ジ
ャ
ズ
・

映
画
フ
ァ
ン
の
意
見
（
＊
座
談
会）

戸
板
女
高
三
年
／
錦
城
高
三
年

編
集
室
か
ら

恵

朝
野

五
郎

佐
久
間
太
郎

31 27 

7
r 

78 

6
)
5 

76 

24
ー

25

貴
志
良
太
郎

村
越

進

中
西

堺
谷

笠
原

道
子

22
ー

23

自
然
弁
証
法
研
究
会

大
学
の
歴
史
そ
の
II

川
事
件

京
都
大
学
文
学
部
史
学
会
国
史
学
専
攻
三
回
生
一

同

ひ
び
き

青
木
洋
子
／
小
桧
山
智
／
佐
藤
し
げ
子
／

大
串
泰
治
／
知
念
聡
／
丸
岡
秀
子
／
中
村
淑

6
1
2 

64 

敏
男弘

22 

林佐
伯

秀
光

崩
れ
ゆ
く
自
由
の
灯

京
大
滝

明
子

61 

21 

私
た
ち
の
教
室

ア
ワ
ー
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ク
ラ
ス

8ー

8

0

 

2

 

、.
‘
`
`
＇
‘�

ー

58 

復
刊
基
金
カ
ン
パ
報
告
（
第
五
回）

／
学
園
評
論
を
こ

ん
な
雑
誌
に
！

再
軍
備
と
大
学

松
川
事
件
へ
の
私
の
抗
議

就
職
の
座
を
め
ぐ
っ
て

4

�
4 

51 

- 64 -

田
畑

大
田

礼
子

\2
17 

43 

忍

ーー

8

ー
(

6

)
 

一

九
五
三
（
昭
和
二
八）

年
―

二
月
一

日
発
行

7

8

 

7

、
,
｀
．
,
'-

7

 

N

(
79)
 

ご
く
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
の
な
か
か
ら
|
|＇

司
会

者
の
こ
と
ば

本
誌
東
京
編
集
部

受
験
生
の
生
活
（
堀
川
高
三
年
・

立
命
大）
（
＊
座

談
会）

鈴
江
／
馬
場
／
岡
沢
／
橘
／
辻
／
水

口
／
広
瀬
／
栃
本
／
黒
田

司
会
者
の
感
想

本
誌
京
都
編
集
部

高
校
の
逆
コ
ー

ス
を
考
え
る
（
＊
座
談
会）

新
宿
高
三
年
／
s

商
高
三
年
／
本
誌
東
京
編
集
部

働
く
高
校
生
の
F

君
へ

大
田

奥

M
S
A
体
制
と
就
職
問
題

一

ノ
瀬
秀
文

青
春
を
う
た
い
友
を
求
め
る
人
人
ー
|
ー
五

平
凡ク

読
者

と
文
通
し
て

西
村

一

雄

3
�
5 

38 34 34 31 



手
記

な
か
ま

な
か
ま
た
ち
へ

ブ
ラ
ン
ク
の
時
間
に

5
? 

53 

（
＊
は
じ
め
に）

（
＊
貴
代
志）

2
�4 

25 

記
録

吉
川

勇
一

刻
ま
れ
た
十
一

月
十
一

日
|
|＇
京
都
荒
神
橋
事
件
集
団

平
和
の
力
と
戦
争
の
カ

私
た
ち
の
教
室

竹
早
分
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

川
島

中
川
も
と
子
勝
志

4
\
8 

50 

種
村

孝

43
\
47

\
8 

23 

野
間

宏

38
ー
42

茂
雄

14
ー
17

朴

春

日

35
ー
38

広
津
•

宇
野
氏
の
発
言
か
ら
文
学
は
何
を
学
ぶ
か

13 

随
想

¥
車
輪
の
下ク

の
青
春

平
和
フ
ァ
ン
に
つ
い
て

母
と
と
も
に

相
田

正
子

13 
\
1 

13 

真
人

第
三
巻
第
一

号

槙
子

矢
内
原
伊
作

林

3
)
1 

34 34 

- 65 -

3

4
ー
9.
2

一

九
五
四
（
昭
和
二
九）

年
一

月
一

日
発
行

青
年
は
人
類
の
未
来
で
あ
り
誇
り
で
あ
る
ー
—'
第
四
回

世
界
青
年
大
会
に
際
し
同
時
代
の
友
へ

ジ
ャ
ッ

ク
・

ド
ニ

ー

訂
正
と
お
わ
び

日
本
の
進
む
道

1

防
衛
政
策
を
ど
う
見
る
か

独
立
の
自
衛
と
一

辺
倒
の
自
衛

石
丸

吉
田
防
衛
政
策
と
平
和
の
運
動

\
0 

11 

流
さ
れ
た
血
に

30 30 

2
? 

28 

初
め
て
デ
モ
に
参
加
し
て

妹
か
ら
便
り
が
来
ま
し
た

加
藤

今
日
の
無
事
を
明
日
は
保
証
し
な
い

横
田
美
智
子

山
背

岡
田

伍

私
た
ち
は
こ
の
真
実
を
伝
え
る

綾
子

苦
痛
の
月
日
は
す
で
に
来
て
い
る
ー
|'
一
•
一
―

事
件

の
覚
え
が
き

板
木

郁
郎

街
（
＊
短
歌）

島
崎

こ
れ
か
ら
の
文
学
に
つ
い
て
の
覚
え
書

朝
鮮
文
学
の
に
な
い
手
と
な
る
た
め
に

善
樹

27 

和

27 

編
集
室
か
ら

(

79

)
 

瞬
間 、

足
が
宙
に
浮
き
川
底
に
転
落
し
た
の
で
す

一

誠

下
條

大
山

26 



資
料 ユ

ネ
ス
コ
と
憲
法

原
爆
被
爆
者
の
希
い

徴
兵
反
対

自
由
な
き
大
学
に
学
問
は
な
い

憲
法
改
正
の
問
題
点

会

4

�
5

46 

山
本

柴
垣

中
島

大
和

島
本

雅
夫

敏
夫

博
雄

和
夫

7

、,`̀`‘.
5

 
l

l

 

\
3 

14 

4

�
4

45 

3

、
ー

l゚

l

 

理
之

4
�
2

44 

゜ー

8
ー

正
弘

6
ー
8

春
山

京
子

39
ー

41

わ
だ
つ
み
に
誓
う

柳
田
謙
十
郎

4
ー
5

3
�4 

38 

第
三
巻
第
二

号

渡
辺
静
子
／
井
上
正
蔵

一

九
五
四
（
昭
和
二
九）

年
二
月
一

日
発
行

日
本
の
進
む
途
—
ー
—

憲
法
改
正
と
私
た
ち

雄
弁
の
至
宝
「
言
論
の
自
由」

受
験
す
る
高
校
の
み
な
さ
ん
へ

魯
迅
と
中
国
の
青
年
た
ち
|
|_

危
機
に
育
つ
青
年
諸
君

ヘ

簾
三 、

五
島
信
義
訳

こ
れ
か
ら
の
文
学
に
つ
い
て
の
覚
え
書

文
学
者
の
直

観
・

文
学
と
政
治
|
|

峠m
川
事
件
に
関
連
し
て

私
た
ち
の
教
室

学
長
選
挙

駒
場

或
る
夜
の
物
理
の
時
間

河
合

澄
子

理
科
教
室
の
人
た
ち
—
|＇

全
国
理
学
部
協
議
会
準
備

山
村

一

夫

カ
ン
パ
追
加

読
者
の
皆
さ
ん
に

編
集
室
か
ら

ひ
び
き

附
記

平
垣

東
北
大
学

松
井

弘

55 
67 、- 66 66 66 65 65

詩

斉
藤

和
子

白
川

吉
村

北
川

道
家

大
学
の
歴
史
そ
の
皿

長
編
叙
事
詩

矛
盾
を
矛
盾
と
し
て
み
よ
う

罪
と
善
意

カ
ン
ニ
ン
グ
と
本
当
の
学
問

サ
ー

ク
ル
誌
・

研
究
成
果
募
集

お
ま
え
の
名
は
速
記
者

集
団
手
記

私
の
経
験

や
ろ
う
か
や
る
ま
い
か

竹
下

邦
雄

幸
子

道
夫

三
郎

忠
道

32 28 
� � 

33 33 31 31 

- 66 -

27 26 
23
ー

24

学

53
ー

54

カ
ン
ニ
ン
グ
の
ゆ
く
え

私
た
ち
の
サ
ー

ク
ル

ス
ク
ー
リ
ン
グ
生
活
の
歌
う
会

東
大
教
養
学
部
わ
だ
つ
み
会

22
ー

23
\
8 

21 



資
料
中
国
学
生
の
帰
郷
運
動

休
み
が
や
っ
て
く
る
わ

れ
／
＼
は
仕
事
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

中
大
歴
史
学
研
究
会14

\

18

.

64
 

目
次
カ
ッ
ト

ャ
ロ
ビ
農
法
普
及
の
旅

制
限
法
案
に
つ
い
て

法
案
要
綱
の
解
説

夜
学
生
の
詩
（
京
都
山
城
高
定
時
制
文
芸
部）

私
た
ち
の
生
活

あ
る一
日
の
記

私
た
ち
の
教
室

朝織
工

柴
田

藤
本

実

43
ー

44

好
雄

日
高

滋

4
( 

43 43 

話
し
合
い
の一
年
間

女
子
労
働
者
と
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

阿
部

田
川

徹

宇
都
宮
わ
か
ば
会

4ー

，
�

 

特
集

4
ー

8

41 

昭
子

教
育
の
政
治
的
中
立
と
は
何
か

ー
教
員
の
政
治
活
動

戒
能

通
孝

3�
8 

41 

第
三
巻
第
三
号

一
九
五
四
（
昭
和
二
九）
年
三
月一
日
発
行

中
島

五
郎

35
ー

37

親
孝
行
と
親
不
孝

1
中
沢
さ
ん

の
意
見
に
ふ
れ
て

彦
／
野
田
真
吉

編
集
室
か
ら

(

67

)
 

僕
は
も
っ
と
自
由
に
な
り
た
い

工
藤

正
男

33
ー

35

65

\

（

67

)
 

井
津

久

32
ー

33

ひ
び
き

そ
の
道
は
明
日
に
つ
づ
く

（
第一
部）

田
所

泉

松
浦一
／
富
館
孝
夫
／
井
口
節
／
吉
田
義

5
t 

65 ー
．

 

6
 

ヽ
'
`̀

'
’

，

 

4

5

4

 

世
田
谷
郷
の
歴
史
を
創
る
会

共
同
研
究

別
冊
予
約
募
集
／
内
容
予
定

世
田
谷
郷
の
歴
史

親
と
子
と
愛
情

豊
監
修

ス
ト
ラ
イ
キ

信
じ
う
る
こ
と
信
じ
る
こ
と_
�

わ
か
ば
母
だ
け
の

座
談
会

石
島
／
宇
都
宮
わ
か
ば
会

26
ー

31

二
つ
の
世
代
と
子
の
立
場

I
五｝
と
子
の
希
いク
を
め
ぐ
っ
て

ガ
ン
コ
な
親
を
も
っ
て
|
|＇

玉
城
先
生
に

藤
田

牧

47
ー

4884

質
天 、
お
茶
の
水
大
中
研
／
教
育
大
中
研
訳 、
野
沢

\9
25 

- 67 -



創
作

第
三
巻
第
四
号

目
次
カ
ッ
ト

編
集
室
か
ら

ひ
び
き

阿
部

昭
子

4
ー
9

一
九
五
四
（
昭
和
二
九）

年
四
月一
日
発
行

学
ぶ
と
い
う
こ
と
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
課
題
|
_＇
新

学
年
を
迎
え
て

花
崎

皐
平
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／
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／
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史
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滝
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克
夫

北
小
路

敏

水
爆
と
科
学

死
の
科
学
と
民
族
の
思
想
|
�

中
谷
宇

吉
郎
博
士
に
つ
い
て

学
び
つ
つ
考
え
た
こ
と

平
和
的
共
存
の
理
論

都
立
高
わ
だ
つ
み
会

名
大
法
学
部
信
夫
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

声
明
書
|
ー

死
の
科
学
者
と
な
る
な

民
王
主
義
科
学
者
札
幌
支
部
物
化
部
会

54

が
く
え
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん
「
京
大
滝
川
事
件」
を
め
ぐ
る
問
題

I
昨
日
の
滝
川
教
授
と
今
日
の
滝
川
教
授
の
違
い
に
つ
い
て

実
証
と
歴
史
性

藤
谷

俊
雄

『
京
大
滝
川
事
件』
の
反
省

京
都
大
学
文
学
部

手
記 IJ

沼
君
の
置
土
産

五
月
祭
に

石
母
田

正 昭

5

�
5 

58 

大
学
の
歴
史
そ
の
間

私
た
ち
は
学
ぶ
権
利
を
も
っ
て

い
る
|
|ー

学
園
民
王
化
に
結
ば
れ
た
統一
行
動
の
輝

か
し
い
記
録東

京
理
科
大
学
科
研
有
志
／
本
誌
絹
集
部

新
星 。フ
ロ
作
品
「
太
陽
の
な
い
街」

貧
し
く
て
死
ん
だ
友
ヘ
ー
—

東
大
互
助
会
の
手
帖
よ
り

柿
沼

30
ー

31

32
ー

35

35
ー

3773
 

前
田

史
学
科
国
史
学
専
苫
四
旧

原
稿・
サ
ー

ク
ル
誌
募
集

そ
の
道
は
明
日
に
つ
づ
く

（
第
五
匝）

作
者
あ
と
が
き

予
約
読
者・
個
人
読
者
の
皆
様
へ

ひ
び
き

東
北
大
I

生
／
岡
田
き
よ
み
／
井
上
正
蔵

／
伊
藤
佐
代
子
／
大
串
泰
治
／
山
本
繁

絹
集
室
か
ら

第
三
巻
第
九
号

目
次
カ
ッ
ト

B.
 
C.
 
C.

夏
休
み
の
準
備
活
動

報
告

寄
贈
サ
ー

ク
ル
誌

資
料

原
水
爆
に
つ
い
て
の
共
同
研
究

原
燥
と
科
学

コ
し
日―-＝
ロ

原
水
燥
症東

大
医
学
部
原
燥
禁
止
の
会

宇
都
宮
わ
力
ば
会

14 

1

4ー

‘
‘
‘
`
＇
’

 

ー

須
藤
あ
け
み

6
ー

10

54 

つ
ま
ず
い
て
も
こ
ろ
ん
で
も
（
二）

4
�
1 

45 

手
記

A

松
尾

幸
子

4
ー
6

40 

阿
部

昭
子

一
九
五
四
（
昭
和
二
九）

年｝
月一
日
発
行

73 

(

75

)
 

(

75

)
 

手
記

映
画
紹
介

\
8 

29 29 

'
2 

) 

72 72 72 61 

ー
同

田

泉
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視
点

福
島
み
ち
子

1

3

 

6
 

、
,
.`
｀
'r

6
 

）
生

笹
岡

照
子

が
く
え
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん

山
田
紗
名
枝

「
そ
の
道」

の
母
と
作
者
の

岸

哲
美

母
（
＊
詩）

5
�
6 

60 60 

谷
田

文
雄

仲
田

三
久

部
社
研）

報
告
2

討
論

松
山
／
山
本

農
村
調
査
と
社
会
科
学

問
題
の
摘
出
と
深
化
の
た
め
に

「
亡
国」

に
つ
ば
き
す
る

詩
集

夜
学
生
の
教
室

s

教
師

皐

月

24 23 

24 23 25 25 25 

早
大
社

研

54

\

56

高

54 

高
田

\
6 

22 

報
告
1

名
大
法
学
部
国
際
問
題
研
究
会

M
S
A
下
の
農
村
調
査
（
関
東
学
生
社
研
連
書
記
局
編）

M
S
A
に
よ
る
日
本
農
業
の
破
壊
と
封
建
制
の
復
活

|ー
—

調
査
活
動
に
対
す
る
指
針

阪
本

楠
彦

農
業
理
論
と
農
村
の
現
実
（
東
大
教
養
学橋

歌
う
明
日
の
た
め
に

レ
し
寸`

4
4
↓
↑

冬
求樹

5
 

、
,
‘
、
’

l゚

l

 

4
�
8 

52 

日
記

お
て
ん
と
様
が
悪
い
の
か

第
三
巻
第
一

0

号

目
次
カ
ッ
ト

夜
の
う
た
ご
え

あ
る
男
の
二
時
間

矛
盾

57

阿
部

昭
子

＿

鳥
谷
部
つ
ぎ

4
ー

9

3
�
8 

47 

一

九
五

（
昭
和一
i

九）

年
九
月
一

日
発
行

編
集
部
よ
り

暗
い
夜
の
流
れ

平
和
的
共
存
の
理
論
（
下）

都
多
あ
さ
み

34 28 
) )

37 33 33 

編
集
室
か
ら

紹
介訴

え
る
（
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

誌）

ひ
び
き

佐
藤
シ
ゲ
子
／
碓
井
正
子
／
宮
原
武
夫

74
\

（

75)
 

(
75)
 

藤
井

忠
俊

64
ー

733[I

原
燥
展
作
成
の
た
め
に

原
水
爆
と
そ
の
被
害

東
大
理
学
部
原
爆
対
策
委
員
会

原
•

水
爆
を
禁
止
せ
よ
—
ー

米
国
民
の
理
性
に

杉
和
子
訳

27 3
•
，

、
,
｀
‘
,
'

5
 
1

1

3

夏
休
み
を
前
に

全
学
連
ニ
ュ
ー

ス

物
語

炎
も
つ
坑
夫_
|
|

宇
部
の
米
騒
動
の
話

63 



斗
志

農
村
調
査
の
総
結
の
た
め
に

I
報
告

長
野
県
発
地
部
落
の
冷
害

II
論
文

調
査
総
結
の
た
め
の
問
題
点

私
た
ち
の
学
校

教
育
庁
の
皆
さ
ん
に

前
号
の
訂
正

送
金
方
法
に
つ
い
て
の
御
注
意

集
団
手
記

鄭

沫仙

敦

任

国

玉
城

原
稿・
サ
ー

ク
ル
誌
募
集

資
料・
共
同
研
究

原
爆
展
作
成
の
た
め
に

と
そ
の
被
害
（
続）

東
大
理
学
部
原
爆
対
策
委
員
会

平
和
を
わ
れ
ら
に

38
ー

433434

（
朝
鮮
人
中
高
校
平
和
委
員
会）

僕
は
能
な
し
に
な
り
た
く
な
い

水
爆
患
者
と
私
た
ち

45 44 
＼ ＼

46 45 45 47 

水
爆
展
に
学
ぶ
こ
と

書
評
『
入
門
社
会
科
学』

沼

8

32
 

、.
,
｀
｀
‘
,

ー

32
\
1 

17 ゜ー

4
ー

共
々
に
求
め
て

神
戸
大
学
教
育
学
部
教
育
談
話
会

う
た
ご
え
の
か
げ

渡
辺

史
郎

吾
孫
子
よ
し
江
／
三
浦
正
恵
／
奈
良
支
部

／
山
本
繁
／
西
田
／
奈
良
女
大
／
佐
藤
弘
／
南
治
孝

光

72
ー(

75)
(
75)
 

第
三
巻
第一
―
号

目
次
カ
ッ
ト

一

九
五
四
（
昭
和
二
九）

年
一

0
月
一

日
発
行

平
和
の
全
学
合
唱
祭

横
井

洸
二

中
国
治
水
の
共
同
研
究

I
文
化
祭
に
む
け
て
の
経
験

教
育
大
東
洋
史
学
科
有
志

川
本

達
夫

長

原
水
爆

編
集
室
か
ら

肇

34
ー

3773

ひ
び
き

山
田

三
郎

28
ー

33

シ
ナ
リ
オ

71 

5
\
2 

61 

宮
階

延
男

竹
内

靖
彦

27 

私
た
ち
の
サ
ー

ク
ル

俺
に
は
わ
か
ら
な
い

27 

増
子

治
郎

26 

初
め
て
メ
ー

デ
ー

に
参
加
し
た
K
君
の
言
葉

二
度
目
の
患
者
訪
問
記

平
和
は
夢
で
な
い

原
水
爆
反
対
署
名

自
転
車
隊

本
田

直
久

25
ー
26

白
い
カ
ー

ネ
ー

シ
ョ
ン

阿
部

昭
子

山
本

忠
司

朴

寿

南

49 47 
＼ ＼

51 49 49 47 
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私
た
ち
の
教
室

「
旅
愁」
か
ら
「
火
の
鳥」
へ

京
都
学
芸
大
国
文
学
科
現
代
文
学
教
室

資
料

黄
変
米

書
評
『
入
道
雲』

北
畠

教
育
大
児
童
文
化
研
究
会

4
? 

52 48 

日
本
建
築
科
学
生
会
議

が
く
え
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん

，

 

．

 

5
 

、
.
`
｀
＇
’

3
 
2

2

3

 

合
評
「
亡
国
に
つ
ば
き
す
る」

吉
野

正
治

16
ー

22

ー

．

 

1

34

7

 

‘
ー

4
 

誠

4
)
4 

48 

手
記

受
験
と
兄

平
田
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
讃
歌
（
＊
楽
譜）板

倉
安
男
作
詞・
作
曲

磯
田

博
子

幸
平

中
国
語
教
室
学
生
懇
談
会
の
あ
ゆ
み
ー
—
l

中
国
語
授
業

戸
山
芳
郎
／
木
山
英
夫

へ
の
反
省
と
展
望

お
茶
の
水
大
学
唯
物
論
研
究
会

\
0

15 

イ
ン
タ
ー

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

沢
田

4
ー

9

40 

に
反
対
す
る

調
査
活
動
報
告
を
ま
と
め
よ
う

平
和
の
大
統一
行
動
前
進
の
た
め
にー
�

帰
郷
活
動・

第
六
回
中
央
委
員
会
の
成
果
に
た
っ
て

松
本
登
久
男

第
三
巻
第
―

二

号

目
次
カ
ッ

ト

阿
部

昭
子

3
�4 

40 

一

九
五
四
（
昭
和
二
九）

年

ノー

イ丁

- 77 -

編
集
室
か
ら

宮
川

東
大
新
聞
「
転
向」
座
談
会

稲
垣

E
三
良

3
�
1 

33 33 

2

5)

7
ー(

7

N

(
75)
 

ひ
び
き

花
ぞ
の

が
く
え
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん

渡
辺

佐
藤
し
げ
子
／
土
屋
忠
夫
，
村
上
靖
子

史
郎

71 

二
郎

淑
子

2
)
8 

30 

シ
ナ
リ
オ

う
た
ご
え
の
か
げ
（
連
載
第
二
回）

―
つ
の
贈
物

前
田

28 

私
た
ち
の
教
室
に
投
稿
し
よ
う

夜
学
生
の
詩
募
集

友
を
孤
独
に
放
置
す
ま
い
—
—

東
大
互
助
会
の
ノ
ー
ト
よ
り

k
君
の
こ
と

原
島

保
夫

2
)
4 

26 

大
内
―
男

52
ー

555
 
5

23 

自
由
な
天
文
教
室
の
悩
み

七
月
号
の
「
研
究
室

の
科
学
と
私
た
ち
の
集
り」
を
読
ん
で



治
／
江
川
佳
寿
子

べ
ひ
び
きク
の
言
葉
／
誤
植
訂
正

編
集
室
か
ら

ひ
び
き

61
ー

70.
54

あ
ん
ど
う・
れ
い
／
安
藤
東
生
／
加
藤
輝

71
ー(

75)
(
75)
 

(
75)
 

平
和一
路

調
査
活
動
報
告
を
ま
と
め
よ
う

手
記

鈴
木
ひ
ろ
子

東
北
大
追
廻
住
宅
子
供
会

奥
吉
野
公
演
日
記

奈
良
蟻
の
会

5

�
5 

60 60 

I
相
模
湖
に
沈
ん
だ
友
に
捧
ぐ
（
麻
布
学
園）

集
団
手
記

君
た
ち
は
還
ら
な
い

け
日
鋼
室
闇
の
労
働
者
に
激
励
袋
を
送
り
ま
し
ょ
う
|
�

全
日
本
の
学
生
有
志・
ク
ラ
ス
・

団
体
へ
の
よ
び
か

編

集

部

35 ー

．

 

4
 

�

4
 

4
 
2

3

 

解
説

帰
郷
運
動
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ

う
故
郷
日
鋼
室
蘭
に
て

北
沢

輝
明

輝
か
し
い
前
進
ー
�

斗

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

血
に
ま
み
れ
て
（
＊
楽
譜）

由
木一
夫
作
詞 、
山
本
則
昭
作
曲

23 23 

- 78 -

十
二
人
の
教
師

54 2
．

5
 

�

2
 

4゚

4

 

皆
で
力
を
合
せ
る
こ
と

私
た
ち
の
教
室

原
子
力
と
核
研

明
る
い
面
も
あ
る
ん
だ

学
園
を
去
っ
た
夜
学
生
を
め
ぐ
っ
て

何
故
退
学
し
た
か

彼一
人
の
こ
と
で
は
な
い

相
沢

森

と
し
子

高
坂

明

西

恭
太
郎

負
け
る
も
の
か

安
達
ゆ
き
子

民王
主
義
科
学
者
協
会
物
理
部
会

3)4 

39 

32
ー
33

不
戦
の
誓

航
空
学
科
復
活

原
稿
募
集

私
た
ち
の
歌ー
—ー

女
子
大
廃
止
反
対
運
動

外
裏

3
�
1 

32 

3
f 

3 1 

庄
ロ
、
1

2)6

30

16 

第
三
巻
第
一

三
号

目
次
カ
ッ
ト

学
問
の
自
由
を
求
め
る
世
界
の
友
情

山
下

雅
子

17
ー

22

泰

ーー

2

6ー
、,`‘,'

ー

鮒
子
田
耕
作

阿
部

昭
子

゜ー

4
ー、

一

九
五
四
（
昭
和
二
九）

年
―

二
月
一

日
発
行



谷
岡
裕
二

ひ
び
き
に
投
稿
を

絹
集
室
か
ら

津
田
支
部
／
尾
崎
芳
治
／
IJ
原
美
智
穂
／

70

\（
75)
 

(
75)
 

(
75)
 

妙
義
基
地
の
お
ば
さ
ん
た
ち

引
揚
者
生
活

国
沢
ナ
：
子

12
ー

13

源
吾

12 

ひ
び
き

母
の
名
も
つ
る
で
す

中
国
の
友
人
に
こ
た
え
る

加
藤

大
高

清
史

11
\

12

竹
内

美
恵

11 

7
 

．

 

，

、
.
｀
`
'
’

8
 
5

6

5

 

伊
藤

初
子

11 

一
月
号
主
要
内
容
予
告

手
記

平
和一
路
（
中）

鈴
木
ひ
ろ
子

高
亀

暁
美

10
ー

11

若
草
山
あ
れ
て
|
|I

戦
争
中
に
書
か
れ
た
寮
誌

奈
良
女
高
師
寄
宿
舎
生

創
れ
な
か
っ
た
「
工
場
の
歴
史」

立
命
大
文
学
部
日
本
史
ク
ラ
ス

1

7

 

5
 

、
ー[9

 
5

 

10 10 

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

，

 

50 

愛
児
と
と
も
に

療
養
の
日
々
の
手
す
さ
び

， 

- 79 -

か

田
所

泉

42
ー

45

8
 

る
も
の
|
ー＇

そ
れ
を
ど
う
掴
み
・
ど
う
発
展
さ
せ
る

麻
布
を
み
ろ
！

の
声
は

友
に
誓
つ

が
く
え
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん

「
う
た
ご
え」
の
か
げ
に
あ

麻
布
学
圏
わ
だ
っ
み
会

4
f 

41 

菊
田

吉
雄

編

集

部

4
ー
7

学
圏
葬

林

進

希
望
と
確
信
に
充
ち
て
|
|＇一

九
五
五
年
を
迎
え
る

二
度
と
繰
返
し
た
く
な
い

う
ら
み
の
相
模
湖

二
十
二
人
の
弟
達
に

竹
内

敏
雄

尾
崎

達
郎

39 37 

) )
40 39 38 38 

堀
田
ひ
ろ
し

37 

第
四
巻
第
一

号

目
次
カ
ッ
ト

一

九
五
五
（
昭
和
三
0)

年
一

月
一

海
を
渡
る
千
羽
鶴

李
徳
全
さ
ん
へ
心
こ
め
た
贈
物
(
+一
月
七
日
朝
日

新
聞

パ
ひ
と
と
きク

欄）

練
馬
区
女
子
学
生
の
つ
ど
い
一
同

丹
頂
の
鶴

文
通
の
思
い
出
を
こ
め
て

小
さ
な
な
か
ま

木
工
所
の
ひ
と
と
き

本
間
セ
ソ

子

青
森
県
立
青
森
療
養
所一
患
者

坂
倉
や
よ
ひ

阿
部

昭
子

発
行



解
説

意
見
（
＊
座
談
会）

学
園
祭
勝
利
の
教
訓

楽
譜

い
ぬ
ふ
ぐ
り

李
さ
ん
の
手
の
あ
た
た
か
み

李
先
生
あ
り
が
と
う

希
望
が
と
も
っ
た

世
界
の
平
和
を
友
好
を

集
っ
た
鶴
は
皆
呼
び
あ
っ
て
い
る

令
子

歌
ご
え
は
こ
だ
ま
す
る
|
|＇
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
体
育

祭

東
京
理
科
大
学
う
た
う
会

新
中
国
と
僕
ら

帯
広

迪
彦

手
記わ

か
ち
あ
う
喜
び

生
き
る
こ
と
•
学
ぶ
こ
と

|11
月
号
夜
間
高
校
生
の
問
題
を
考
え
る

安
田
み
さ
を

苦
し
み
と
闘
い
つ
つ

僕
は
退
学
す
る

山
本

大
谷

働
く
こ
と
•
学
ぶ
こ
と

斎
藤

資
料

世
界
平
和
評
議
会
総
会
の
決
議
と
勧
告
（
上）

が
く
え
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん

芳
子進

道
子

「
日
鋼
ル
ポ」
へ
の
職
場
の

銀
座
印
刷
労
組

星
野
一
郎

鈴
木
み
ち
子
作
詞・
作
曲

東
女
大
民
謡
の
会

中
村

4
�
8 

55 55 54 

4
�4 

47 43 

平
和
と
友
情
の
た
め
に

代
表
団
歓
迎
日
程
表

世
界
の
友
が
や
っ
て
き
た

ど
れ、

私
も
つ
き
ま
し
ょ
う
（
東
大
駒
場
寮）

／
美

し
い
心
を
浴
衣
と
ア
ル
バ
ム
に
こ
め
て
（
共
立
女
子

高
校）

／
歓
迎
レ
セ。フ
シ
ョ
ン
／
意
気
と
潮
風
が
迎

マ
ル
コ
ム
・
ニ
ク
ソ
ン

38 

3
�
4 

35 

第
三
巻
主
要
目
次
（
七
月
号
ー
十
二
月
号）

目
次
カ
ッ
ト

阿
部

昭
子

5

4

\
5

(
2
)
 

34 

30
ー

32

東
京
都
学
生
互
助
会

晴
生
／
M
生
／
日
本
女
子
大
支
部
／
茨
木

民
雄
／
梅
雨
空
／
T
.
k
／
高
橋
治
美
／
上
林
貞
治

郎
／
s

子

69
ー(
75)

編
集
室
か
ら

(
75)

第
四
巻
第
二

号

一
九
五
五
（
昭
和
三
0)
年
二
月一
日
発
行

2

�
2 

29 
\
6 

21 

ひ
び
き

15 

38 

（
＊
前
記）

石
井

二
年
三
組
女
子一
同

伊
藤
み
ち
の

五
号
室一
同

\4
15 14 14 

ウ
ム
入
院
を
め
ぐ
っ
て

薄
井

坦
子

6

�
0 

60 68 

読
者
の
み
な
さ
ん
に

往
復
書
簡

光
あ
る
明
日

I
ア
ジ
ア
学
生
サ
ナ
ト
リ

財

政

部

百
代

\3
14 

私
た
ち
の
教
室

乱
れ
た
糸
の
中
で

中
原
と
も
子

5
\
6 

59 59 
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救
難
対
策
活
動
の
経
過

愛
す
る
牧
田
君
に
（
＊
詩）

石
井

昭

23
ー

24

IJ
島

高
室

幸
雄

22
ー

23

3
．

 
6

 

、.
,
‘
`
’

8
 
4

5

3

 

鈴
木
ひ
ろ
子

三
ヶ
月
の
思
い
出

よ
ろ
こ
ん
で
下
さ
い

八
重

21
ー

22

田
中

喬
雄

45
ー

47

滝
口

瞭

20
ー

21

4
t 

45 

（
＊
短
歌）

ぼ
く
の
友
ひ
•
ま
き
た
ヘ

滝
口

渡
辺

定
夫

農
村
の
高
校
生

病
い
の
床
で
の
日
々

受
験
と
私

平
和一
路
（
下）

板
橋

則
子

伊
藤

栄
子

米
子

ゆ
き
し
ろ
—
|

古
133

士
に
逝
っ
た
学
友
の
こ
と

つ
ほ
く
す
んク
ひ
•
ま
き
た
追
悼
号
よ
り）

20 20 

森
田

実

民
青
連
日
本
理
事
団 、

他
提
供

世
界
の
青
春

ル
ブ
リ
ョ
ー

フ
作
詞 、

合
唱

団
白
樺
訳
詞 、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
作
曲

集
団
手
記

楽
譜

写
真
物
語

平
和
は
た
の
し
い

え
た
朝
（
魚
河
岸
青
年
会）

／
俺
た
ち
の
う
た

鉄
大
井
工
場）

／
胴
上
げ
さ
れ
た
代
表
団
（
凸
版
印

刷
板
橋
工
場）

／
三
千
人
の
大
歓
迎
会
（
日
本
青
年

館）

関
東
編
集
部

国
際
学
連
は
何
を
考
え
て
い
る
か
ー
—'

ア
デ
モ
ラ
・

ト
ー

マ
ス
君
の
談
話

ア
デ
モ
ラ
・
ト
ー

マ
ス

手
か
ら
手
へ
と
ー
ー＇

世
界
民
青
連
代
表
歓
迎
の
カ
ン

パ
よ
び
か
け
（
＊
詩）

x

 

生
（
国

19 
\3
18 12 2

 
ー

8

ー
2

 
ー

6
ー

究
会

4
H
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
ヘ

ー
最
期
の
頃
の
手
紙

早
稲
田
周
辺
の
歴
史
（
上）

私
た
ち
の
教
室

早
稲
田
大
学
歴
史
学
研
究
会

Ho
w
 To
 Pro
mote
 O
ur
 Na
tur
al
 Underst
and
ing
 

|11
月
14
日
文
化
祭
に
東
南
ア
ジ
ア
留
学
生
を
迎

え
て
の
討
論
会

ト
ラ
ン
ダ
ッ
ク
／
ス
リ
ヴ
イ
サ

ル
／
ス
ウ
／
モ
オ
ン
グ
／
マ
ニ
ッ
ト

／
井
上
淳
／
シ

エ
テ
イ
ー

／
キ
ャ
セ
ム
／
ギ
ャ
ロ
／
イ
ー

ペ
ン
／
カ

ラ
カ
ル
／
シ
ョ
ン
カ
ル
／
津
田
塾
大
学
ユ
ネ
ス
コ
研

や
ま
を
守
る
人
人
ヘ

ー
中
小
炭
鉱
救
済
運
動
か
ら

（
東
大
工
学
部
鉱
山
学
科
三
年
生）

生
き
る
こ
と
•

学
ぶ
こ
と

牧
田

寛

4
? 

42 

3
�
4 

39 

30
ー

33

2
t 

29 24 
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石
井

啓
雄

12
ー

16

座
談
会

総
選
挙

緒
方
覚
／
相
沢
利
雄
／
南
達
郎

私
た
ち
の
ブ
カ
レ
ス
ト
に
て
（
＊
楽
譜）

編
集
室
か
ら

ア
ル
バ
イ
ト

の
中
の
あ
る
ば
い
と

近
藤

二
枚
の
紙
片
の
訴
えー
—
ー

弟
宏
正
の
遭
難
か
ら

4

5)
 

7
ー(

7
(

75

)

お
母
さ
ん
の
短
冊

わ
た
く
し
達
は
俺
達
は

野
沢

原

姉
の
青
春

有
沢

久 信浩
也肇子 一

ーー

，
�

 

晴

8
 

7?
74 

7
ー
8 7

 

橋
本
康
／
朱
雀
高
校
読
書
会
／
児
島
繁
／

加
藤
弘
美
／
牧
田
寛
君
の
お
母
さ
ん
／
松
原
忠
良
／

中
村
和
夫

日
本
映
画
ベ
ス
ト
テ
ン

ひ
び
き

雨
に
ぬ
れ
る
と
頭
が
ハ

ゲ
ま
す

山
崎

治
子

6
ー
7

仲
間
た
ち
は
手
紙
を
書
く

お
手
紙
あ
り
が
と
う

中
島

淑
子

5
 

私
た
ち
の
教
室

学
園
祭
初
参
加

戯
曲

育
ち
ゅ
＜
芽
（
第
二
幕）

あ
と
が
き

劇

団

風

波

56
ー

69，

 

6
 

第
三
巻
主
要
目
次
（
七
月
号
＼

十
二
月
号）

目
次
カ
ッ
ト

阿
部

昭
子

村
田

汲
田

辞
典
と
あ
ぜ
道
の
距
離

谷
口

美
濃
部
一

馬

55 

幸
雄

4
t 

52 

(
2)
 

私
た
ち
の
サ
ー

ク
ル

第
四
巻
第
三
号

一

九
五
五
（
昭
和
三
0)

年
三
月
一

日
発
行

早
稲
田
周
辺
の
歴
史
（
下）

卒
業
に
あ
た
っ
て

真
実
を
求
め
て
生
き
る
こ
と

進
学
し
た
い

、

勉
強
し
た
い

受
験
を
ひ
か
え
た
T
君
へ

克
夫

4
)
2

46 

和
江

42

荒
木

春
男

40
ー

41

深
野
治
／
T
.

H
／
島
い
づ
み
／
天
下
無

敵
／
仙
台
高
校
生
懇
談
会

70

\

(

75

)

編
集
室
か
ら

(

75

)

ひ
び
き

編

集

早
大
歴
史
学
研
究
会

32 26 
＼ 

39 31 

7
 

．
 

，

ヽ
7

 
5

6

4

 

戯
曲

育
ち
ゅ
＜
芽
（
第
一

幕）

劇

団

風

波

／
赤
松
晶

子
／
薄
井
坦

子
／
津
田
孝

世
界
民
青
連
歓
送
集
会
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ

集
う
青
春n

 

立
口

\
7 

25 
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希
望
を
求
め
て
（
手
記
・

詩
•

座
談
会）

真
実
に
生
き
る

屋
根
の
上
の
生
活

河
野
る
り
子

40
\
41

田
中

新
子

38
ー

40

立
命
わ
だ
つ
み
会

37 

石
原
健
治
作
詞、

木
下
航
二
作
曲

論
文

ウ
イ
ー
ン
・

ア
ピ
ー
ル
と
平
和
の
課
題

29 

黒
内

M
.

w

／
仙
頭
悦
子
／
東
北
支
社
ニ
ュ
ー

ス
／
有
賀
信
男
／
こ
ば
や
し
／
東
経
大
支
部
／
四
宮

経
子
／
女
子
学
生
会

編
集
室
か
ら

ひ
び
き
ア
コ
の
ゆ
め

道
代

9

5
)

 

6
\

(
7

(

75

)
 

楽
譜

し
あ
わ
せ
の
歌

伊
豆
無
銭
旅
行
記

詩

仙
行
寺
の
雪

志
村

久

東
大
無
銭
旅
行
グ
ル
ー
プ

28 27 

五
月
号
予
告

創
作

^
n

 
合

ひ

ろ

寮
生
活
か
ら

松
崎
幸
八
郎

山
崎

治
子

\9
21 

座
談
会

第
四
巻
第
四
号

目
次
カ
ッ

ト

阿
部

新
し
い
国
会
新
し
い
学
年
—
|
車
釦
栞り
仕
事

を
ど
う
進
め
る
か

平
井
隆
／
渡
辺
克
夫
’
浜
辺
達
男
／
松
本
登
久
男

学
生
生
活
を
楽
し
く
す
る
私
た
ち
の
提
案

こ
ぶ
の
じ
い
さ
ん
と
ぼ
く

昭
子

\4
19 

64 58 52 
) ) �

68 63 63 57 57 

- 83 -

3ー

4

ー

4
)
6 

51 

29 

一

九
五
五
（
昭
和
三
0)

年
四
月
一

日
発
行

モ
ー
リ
ス
・

ヴ
ェ
ス
カ
ン
作
曲

裏
表
紙

関
宮
村
調
査

「
森
の
う
た
」

駒
場
に
こ
だ
ま
す
る

柏
葉
会
合
唱
団
・

東
大
音
感
合
唱
団
•

そ
の
他
一

般

学
生
参
加）

東
大
教
養
学
部
支
部

（
＊
東
北
支
社
類
焼
に
つ
い
て）

平
和
一

路
（
完）

（
東
大
管
弦
楽
団
・

福
岡
女
子
大
国
文
科
学
生
の
集

大
阪
女
子
大
社
会
科
学
研
究
会

4
? 

45 

（
＊
付
記）

田
宮
虎
彦
「
絵
本」

を
め
ぐ
っ
て

吉
本

照
夫

4
�
2 

43 

ら
れ
た
詩

君
を
見
殺
し
に
す
ま
い
ー
—'
阪
大
北
畠
寮
食
堂
に
は

4
? 

42 



ミ
ク
ロ
の
世
界

関
東
学
歴
協
主
催・
講
演
と
話
合
い
の
つ
ど
い

オ
イ
ス
ト
ラ
フ
と
現
代
の
巨
匠
た
ち
ー
|'

文
化
を
受
け

入
れ
る
者
の
責
任
に
つ
い
て

滝
崎
安
之
助

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

歴
史
学
の
在
り
方

I
卒
業
論
文
を

青
山
崇
／
石
田
美
代
／
菊
島
良
二
／
氏
家
君
子

め
ぐ
っ
て

ユ
ス
リ
カ
の
こ
と

R
.

I

 216

32 

22

\

25
 

9

1

 

2

 

ヽ```
ノ
ー

ー2

ひ
び
き

カ
ッ
ト

手
記働

け
ど

夜
学
生

創
作

花
の
輪
に

島 丸
山

昭
子 泉

s
r 

57 68 

邦
子

い
ず
み

5

�
5 

56 55

Y•
Y

17
ー

19

o

l

l

5.
2
 

‘.
,.
‘
,
‘.

 

5
 

隅
田
川
に
て

「
高
校
三
年」

私
た
ち
の
研
究
ノ
ー
ト

厚
司

進

17 13 

忠

4
�
8 

50

- 84 -

晴
れ
た
五
月
に

ぼ
く
の
ス
ポ
ー

ツ
手
帖

世
紀
の
コ
ー

ル
ド
・

ゲ
ー

ム

東
大
球
士

水
口

弘
司

林
田

\0
11 

対
談

ス
ポ
ー

ツ
と
世
界
の
友
情

小
野
喬
／
村
岡
博
人

4
ー
9

第
四
巻
第
五
号

第
四
巻
主
要
目
次
（
新
年
号
ー

四
月
号）

目
次
カ
ッ
ト

阿
部

昭
子

一

九
五
五
（
昭
和
三
0)

年
五
月
一

日
発
行

(

2
)

 

一
年
間

節）
原
稿
の
募
集

第
五
回
平
和
友
好
祭

ワ
の
二
週
間

フ
ェ
ス
チ
バ
ル
学
生
の
た
め
の 。フ
ロ
グ
ラ
ム

く
す
み
ま
こ
と
作
詞 、

芥
川
也
寸
志
作
曲

学
生
生
活
の
四
季
（
第一
章

ひ
か
り
の
季

同
志
社
大
学
法
学
部
政
治
学
科
四
回
生

集

書
評岡

本
太
郎
著
『
今
日
の
芸
術』

賀
川

平
野
義
太
郎
著
『
日
本
資
本
主
義
と
法
律』斯

波
田
所

阿
部

中
川
良
雄
／
小
倉
義
夫
／
渡
辺
美
智
子
／

佐
久
間
美
恵
／
大
橋
慶
子
／
み
ど
り
／
川
前
ト
シ
／

47 

待
望
の
そ
の
日
|
|

ワ
ル
シ
ャ

世
界
民
青
連
日
本
委
員
会
訳

4
�
2 

46 

編

部

4

14
 

、.̀̀ ,'
3

 

ー4
 

楽
譜

仲
間
達

33 



三、
母
の
歴
史

六
月
の
手
帳

私
の
母

編

集

部

23 

\
8 

23 

\4
18 

創
作

北
原

悦
子

若
き
世
代
の
思
想
ー
ー_

死
へ
の
道
を
え
ら
ん
だ
友
に
つ
い
て

宅
見
晴
海
と
魯
迅

津
田

孝

「
い
の
ち
の
十
字
路」
を
め
ぐ
っ
て
（
＊
座
談
会）

お
茶
の
水
女
子
大
生

五
月
号
座
談
会
「
歴
史
学
の
あ
り
方」
に
関
し
て

壺
井
栄
著
『
風』

民
科
地
団
研
編
『
科
学
を
わ
れ
ら
の
手
で』

学
生
生
活
の
四
季
（
第
二
章

生
き
と
し
学
ぶ
も
の）

同
志
社
大
学
法
学
部
政
治
学
科
四
回
生

花
の
輪
こ

（
二）

田
所

書
評

5
�4 

58 

M 

53 

H
 

52 

\0
13 

慶
応
義
塾
大
学
三
田
新
聞
会46
ー

51.
41

富
沢

お
母
さ
ん

高
田

節
子

久
江

゜ー

，
�

 

ニ
ュ
ー

ス
は
み
ん
な
で
つ
く
ら
れ
る

7
ー

9

編

集

部

42
ー

45

一
、

母
と
子
（
＊
往
復
書
簡）

1、
子
は
う
た
う
（
＊
詩）

け
る
／
ド
イ
ツ
青
年
は
行
動
し
て
い
る

IJ
野

悠
子

4
ー
7

ア
ジ
ア
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
／
フ
ラ
ン
ス
青
年
は
呼
び
カ

ー
こ
の一
章
を
日
本
の
母
と
そ
の
息
子
娘
た
ち
に
捧
げ
る

目
次
カ
ッ
ト

母
と
子
と
平
和

第
四
巻
第
六
号

山
崎
治
子

編
集
室
か
ら

阿
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昭
子

3
�4 

41 

一
九
五
五
（
昭
和
三
0)
年
六
月一
日
発
行

1

3
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(
75)
 

69
ー(
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．
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医
師
の
モ
ラ
ル
—
|＇

カ
ロ
ッ
サ
と
鱒
二
の
作
品
を
よ

ん
で

風
祭

元

修
学
旅
行
の
プ
レ
リ
ュ
ウ
ド

佐
川

貞一

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
黎
明

清
水

益
実

座
談
会

自
治
活
動
|
|＇

そ
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現
実
と
方
向

土
田

伸
行
／
小
島
弘
／
赤
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晶
子
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浜
田
滝
之
介
／
松
本

登
久
男

世
界
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春

2
�4 
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あ
る
貧
農
の
話

明
る
＜
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え
ろ
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本
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子
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ー
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美
人
の
町
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夏
が
き
た

1
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2
．
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4
ー

座
談
会

わ
か
も
の
た
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の
世
界
ー
—'

歓
喜
あ
ふ
れ
る

編
集
室
か
ら

ぼ
く
ら
の
歌
(
*
楽
譜）

多
田
銀
志
作
詞、
岩
泉
ま
さ
は
る
作
曲

第
四
巻
第
七
号

山
男
の
日
記

一
九
五
五
（
昭
和一―1
0)
年
七
月一
日
発
行

ワ
ル
ソ
ー
フ
ェ
ス
チ
バ
ル
に
よ
せ
て

無
着
成
恭
／
山
口
健
二
／
伊
達
勇
助

美
人
の
町
と
あ
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貧
農
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話

滝
沢
富
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夫
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紙
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N
／
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島
辰
夫
／
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辺
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子
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N
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s
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生

ひ
び
き
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．
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．
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カ
ッ
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山
田

中
江
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ー
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4
? 

59 

臨
海
実
験

教
育
大
動
物
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科
四
年
生

森
か
げ
で
（
＊
楽
譜）

中
央
合
唱
団
訳
詞

濃
縮
ウ
ラ
ン
と
日
本
（
東
大
工
学
部
五
月
祭
原
子
カ
グ

佐
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想
|
|＇

愛
情
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団
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「
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I
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子
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本

一
五
0
週
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生
生
活
の
四
季
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大
学
法
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部
政
治
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科
四
回
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創
作

花
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輪
に
（
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泉
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／
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／
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岸
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介
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＼
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／
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友
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京
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五
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／
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＊
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T
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／
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岡
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／
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．
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梶
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12 
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子
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験
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西
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＊
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流
れ
|'
—
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
終
え
て

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
大
合
唱
／
日
本
祭
典
め
ざ
し
て
／
心

ふ
れ
あ
う
仲
間
た
ち
／
青
年
の
環
は
拡
が
る
／
各
国

青
年
へ
の
ア
ピ
ー
ル

編

集

部

し
あ
わ
せ
は
わ
た
し
の
希
い

I
三
女
子
大
寮
の
話

日
記
抄

女
子
大
生
と
な
っ
て

坂
田

弘
子

続
寮
生
活
か
ら

日
本
女
子
大
三
敬
寮

自
治
寮
記

杉
山
喜
代
子

読
者
の
皆
さ
ん
に
／
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学
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史
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の
輪
に
（
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＊
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き
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司
／
き
む
ら
•
か
お

る
／
馬
場
幸
子
／
青
柳
輝
子
／
藤
家
常
善
／
げ
ん
・

あ
さ
だ
／
山
本
孝一

編
集
室
か
ら

第
四
巻
第
一

0
号

目
次
カ
ッ
ト

一

九
五
五
（
昭
和
三
0)

年
一

0
月
一

日
発
行

阿
部

学
園
祭
へ
の
展
望
|
—
宙
舎小
教
育
大
学
に
お

坂
口
勉
／
石
山
誠一
／
太
田
勇
／
星
野
武

斎
藤

駿

南
部

昭

6
ー
8

0

9
.

6
 

ヽ
4

4

1

 

就

4
ー，

6

学
研
究
部
訳

母
と
私
(
*
往
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学
生
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四
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潔
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大
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学
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戸
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目
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ト
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難
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会
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調
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書

座
談
会

映
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教
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教
育
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大
教
育

学
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に
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和
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落
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え
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岸
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憲
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（
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介
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郎
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／
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台
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／
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岡
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生
き
る
大
学
の
使
命
—
|

そ
の
今
日
的
自
覚

17 

白
い
十
字
架
の
学
校
の
物
語

ラ
・

サ
ー

ル
高
校
事
件

佐
藤

秀
夫

13
ー

17

H
さ
ん
と
M
さ
ん
に

8

0

 

Z

4
ー

5

，

，

 

2
 
1

2

 

ー

ー

私
の
疑
問

M

47
ー

48

肘
間

玉
大

B
o
o
k
 R
e
vi
e
w

 

ゴ
ー
リ
キ
著
『
政
治
社
会
評
論』

山
田
清
三
郎
著
『
日
本
文
学
名
作
の
読
み
方』

モ
ス
ク
ワ
大
学
の
二
百
年(
2)

続
々
と
輩
出
す
る
国

民
的
文
化
人

岩
上

順一

映
評
「
エ
デ
ン
の
東」

川
崎

基
広

戦
争
の
中
の
パ
リ
の
愛
情
|
|_

「
ピ
エ
ー

ル
と
リ
ュ
ー

「
学
生
生
活
の
四
季」
を
め
ぐ
っ
て

|
+―
月
五
日
学
評
神
戸
支
部
主
催
の
合
評
会

N
g
さ
ん
の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
？

H

44
ー

47

歴
史
学
へ
の
反
省
ーー
—

講
座・
歴
史
出
版
に
際
し
て

る

一

7

ー

9

ー，

 

一

文
教
政
策
の
ゆ
く
え
|
—_

教
育
制
度
改
訂
に
反
対
す

ス」

辻

哲
也

38
ー

43

青
春
を
た
た
え
る
詩

が
く
え
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん

4
\
6

 

37 36 

第
五
巻
第一
号

R
E
P
O
R
T
 

盲
人
学
校

B
O
O
K
 R
E
VI
E
W
 

ア
ダ
ム
・

ミ
ッ
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ

誠
意•
熱
意·
創
意
ーー—

希
求
す
る
新
し
い
受

東
大
学
生
部
長
が
語
る
学
生
運
動

一

九
五
ナ
（
昭
和
三
一
）

年
一

月
一

日
発
行

43 

Y
 

(
75)
 

31

寄
贈
サ
ー

ク
ル
誌・
紙
紹
介

編
集
室
か
ら

1

4

 

7
 

、
,
｀̀

＇
’

7
 

71
ー(

75)



創
作

花
の
輪
に
（
第
九
回）

田
所

泉

ひ
び
き

一

読
者
／
大
谷
喜
伝
次
／
岩
国
教
子
／
篠

原
悦
子
／
正
木
葉
子

ク
イ
ズ
教
室

編
集
室
か
ら

学
生
た
ち

ー

(

75
)

 

7?
74 

誠
意
•

熱
意
•

創
意
（
二）

綾
瀬
龍
子
の
失
言

早
野

-

D

大

生

7?
74 

モ
ス
ク
ワ
大
学
の
二
百
年
(

3
)

貞

メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
を
ま
え
に
し
て

授
業
料
は
な
ぜ
あ
が
る
の
か

学
生
の
う
た
ご
え

•

7

つ
の
疑
問

井
上
頼
豊
／
東
大
音
感
合
唱
団
質
問

た
た
え
よ
生
命
(
*
楽
譜）

三
月
の
う
た

大
学
生
の
パ
ン
と
ほ
ん
と
ゆ
め
と

教
育
大
学
寮
生
の
一

日

相
沢

実
態
調
査

奈
良
女
子
大
生
|
|

生
活
と
意
見

奈
良
女
子
大
学
社
会
学
研
究
会26
ー

31
.

25

雅
三

32
ー

377
 
3

 

（
下）

白
い
十
字
架
の
学
校
の
物
語

20
ー

25

60
ー
69

19 

畠
山

透

54
ー

59

美
し
き
魂
の
発
光
—
|
|

「
ピ
エ
ル
・

キ
ュ
リ
ー

伝」

岩
上

学
生
像』

光
ほ
の
か
に
ーー
—

書
き
あ
っ
た
十
三
冊
の
大
学
ノ
ー
ト

の
十
日
間

土
本
英
一

／
沖
浦
佐
千
子

日
本
近
代
音
楽
の
問
題
点
|
|＇

そ
の
覚
書

デ
・

オ
イ
ス
ト
ラ
フ、

千
原
透
訳

ラ
・

サ
ー

ル
高
校
事
件

新
谷

明
生

l�4
18 

今
日
の
モ
ス
ク
ワ
大

順
一

，

 

5

．
 

3
 
5

 

鴫
‘
`
`
’
/

5゚
 

\
1 

13 
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が
く
え
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん

4
�
2 

49 41 35 29 

お
ね
が
い
の
言
葉

第
五
巻
第
二
号

＊
原
本
で
は
「
五
巻
三
号」

と
記
載
あ
り

新
し
き
出
発
の
た
め
に
ー
ー

料
i

か
ら
の
お
し
ら
せ

学
園
評
論
社

株
式
会
社
学
園
評
論
社
設
立
運
動
発
起
人

ーー

8
ー

6

ー
7

4
ー
5

一

九
五
ナ
（
昭
和
三
一
）

年
三
月
一

日
発
行



R
E
P
O
R
T
 

教
師
の
一

年

川
合

義
宣

ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
新
し
き
展
望
（
＊
対
談）

松
本
新
八
郎
／
山
田
宗
睦

ぼ
く
ら
の
試
写
室

い

河
」

研
究

泉 R
 

恋
と
ス
ポ
ー

ツ
と·:·:
I

「
若

創
作

花
の
輪
に
（
第
十
回）

田
所

延和
し
い
価
値ク

を
追
求
す
る
？

石
原
慎
太
郎
さ
ん

女
子
高
校
三
年
生

ひ
び
き

水
野
千
鶴
子
／
佐
藤
秀
夫
／
木
内
宏
治
／

南
部
昭
之
／
飛
鳥
井
雅
道

ク
イ
ズ
教
室
／
先
月
号
の
解
答

編
集
室
か
ら

旅
の
日
の
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト

(
75)

 

『
学
生
生
活』

第
五
巻
第
三
号

め
お
と
学
生

5
月
の
う
た

ン
作
曲

青
春
に
お
け
る
人
間
教
育
（
断
想)

|
|＇

懲
ら
さ
れ
て

亀
井
勝
一

郎

こ
そ
の
教
育
で
あ
る

右
に
橋

左
に
橋
（
＊
楽
譜）

セ
ン
タ
ー

訳
詞

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

グ
ラ
ド
ス
タ
イ

音
楽

茶

の

実

\2
15 1 1 10 

『
不
当
利
得
論』

稲

穂

9
ー

10

ゴ
ー

ル
デ
ン
・

ウ
ィ
ー
ク

7
�
1 

74 

7
�
1 

74 70 

表
紙
絵

目
次
カ
ッ
ト

口
絵

ロ
ダ
ン
の
言
葉

学
生
の
眼

6
�
1 

70 60 

福
島

正
彦

54
ー

59

4
�
2 

53 4 1 

ぎ

ん

な

ん

7
ー
9

孝

井
上
長
三
郎

峰

一

九
五
ナ
（
昭
和
三
一
）

年
五
月
一

発
行(

5)
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（
＊
募
集）

学
園
評
論

春
の
デ
ィ
レ
ン
マ

春
の
音
楽
会
日
程
表
（
関
西
地
方
／
東
京
地
方）

（
＊
詩）

徴
兵
に
す
す
む
憲
法
改
正

菊
島

高
橋

勇
蔵 ゜

織
田

け
ふ
も
美
し
く

北
条

座
談
会

新
し
い
恋
愛
と
友
情
の
発
見
ー
�

子
の
心

親
知
ら
ず
と
い
う
が
…

石
原
慎
太
郎
／
岩
橋

邦
枝
／
田
所
泉
／
飯
田
忠
成
／
石
綿
暢
子

サ
ー
ク
ル
報
告

ロ
ラ
ン
の
友
の
つ
ど
い
|
|'

働
く

益
代

25 

31 

和
子

36 

23 44 
) )

24 25 22 45 

永
井

十
大
学
長
ガ
ン
バ
レ

（
＊
群
馬
大
学
学
内
雑
誌
紹
介）
（
『
群
馬
大
学
新
聞』

学
生
生
活
を
映
画
化
（
『
三
田
新
聞』

よ
り）

自
分
を
試
す
喜
び
に
（
『
立
命
館
大
学
新
聞』

よ
り）

辻

よ
り）

3
}
5 

36 36 

人
た
ち
の
中
に
学
ぶ

Q
 

生

43 

関
口

佳
子

3
�
4 

35 34

瞬
間
（
同
志
社
支
部
『
ひ
ろ
ば』

よ
り）

進

34 

幹信
誠雄平

3
? 

31 

ゲ
ー

テ
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
ろ

人
生
の
ホ
ッ
プ
・

ス
テ
ッ
プ

30 

山
形

大
内
総
長
へ
の
公
開
状
（
『
法
政
大
学
新
聞』

よ
り）

四
郎

33 

- 94 -

わ
た
し
の
青
春
像

さ
み
ど
り
の
思
い

伊
吹

池
島

2
r 

28 

吉
川
の
オ
ッ
サ
ン

心
の
メ
モ
（
安
芸
高
校
『
群
星』

よ
り）

武
彦

26
ー

27

新
井
和
子
／
掛
川
裕
子

32
ー

33

読

者

33

家
永

n

0

2

 

三
良

2

ー
2

学
生
生
活
支
部
の
す
す
め

特
集

青
春
の
日
の
希
望
と
初
種

往
復
書
簡

科
学
す
る
魂
|_
—

学
び
の
情
熱

真
理
へ
の
道
を
も
と
め
て

坂
口

歴
史
の
も
だ
え
は
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
る

幸
せ
を
求
め
て
（
小
諸
高
校
『
ね
ん
り
ん』

よ
り）

友
へ
の
手
紙
（
往
復
書
簡）

32 

允
彦

16
ー

19 15 

鼓
動

27 

29 

31 

33 

35 

（
＊
格
言）

／
シ
ル
レ
ル
／
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
／
ダ
ン
テ

武
者
小
路
実
篤
／
ラ
・

ロ
シ
ュ
フ
コ
オ



博
重

催
し
の
メ
モ

投
稿
論
壇

学
生
バ
ン
ド
ン
会
議
へ
の
期
待

ケ
お
み
あ
い
ク

と
母

清
水
ガ
丘
は
で
こ
ぼ
こ
道

清
水
ガ
丘
セ
ツ
ル
勉
強
会

清
水
丘
と
い
う
と
こ
ろ

個
別
訪
問
（
＊
詩）

杉
山

昭
和
31
年
度
東
京
大
学
合
格
者
高
校
別
一

覧
表

第
1
回
懸
賞
論
文
募
集
（
最
近
の
資
本
主
義
と
世
界
平

和）

対
話

平
和
共
存
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
|
|＇

科

学
と
理
論
の
反
省

飯
塚
浩
二
／
江
口
朴
郎

書
評
か
ら
見
た
学
界
の
焦
点

歴
史
に
お
け
る
時
代
区

分

松
本
新
八
郎

集
団
日
記

6
�4 

66 63 55 

53 48 

＼ ＼  
55 49 51 52 

学
問
・

思
想
の
自
由
を
守
る
た
め
に

文
教
政
策
の
傾
向
に
関
す
る
声
明
（
全
文）

／
関
西

十
三
大
学
学
長
の
声
明
（
全
文）

／
学
問
・

思
想
の

自
由
を
守
り

教
育
の
統
制
に
反
対
す
る
声
明
（
全

文）

大
学
の
神
話

戦
時
東
大
筆
禍
史
の
一

側
面
|
ーー

銀
杏

並
木
に
陽
が
落
ち
て

正
造

あ
る
魂
の
記
録

落
合
菜
穂
子

全
国
編
集
委
員
会
の
お
し
ら
せ

学
園
評
論
社

ひ
び
き

中
谷
和
男
／
高
山
至
／
山
口
綾
子
／
和
賀

久
美
子
／
西
田
生
／
松
原
伊
佐
子
／
浜
玲
子
／
今
川

若
き
い
の
ち
の
断
章

扇
谷

89 90 85 

7
�
8 

79 

市
村

多
野

知
子

47 

成
瀕

治

74
ー

77

克
則

4
�
6

47 

部
の
巻）

大
学
物
語
そ
の
1

創
立
時
代
の
ベ
ル
リ
ン
大
学

徴
兵
反
対
の
集
い

バ
イ
ト

委
員
か
ら
（
『
東
京
大
学
学
生
新
聞』

よ
り）

ぼ
く
ら
の
試
写
室

夢
幻
の
中
の
青
春
：··
:
|
|＇

「
わ

が
青
春
の
マ
リ
ア
ン
ヌ
」

R
 

45 37 

よ
り）

わ
が
大
学
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
（
『
大
阪
大
学
新
聞』

36 36 

わ
た
し
た
ち
の
研
究

生
活
の
設
計

ゴ
ー

ル
デ
ン
・

ウ
ィ
ー
ク
―

つ
の
す
ご
し
方
／
独
辞

典
の
選
択
基
準
／
机
の
お
買
徳
／

泣
子
割ク

の
き
く

食
堂
／
育
英
資
金
の
と
り
方

ぼ
く
ら
の
エ
ン
マ
帖

大
学
教
授
の
横
顔
（
東
大
法
学

本
郷
三
四
郎

す
ま
い
の
工
夫

北
山

7
�2 

73 

7e
71 

一

夫

67

\
69
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五
日
市
街
道
（
宇
都
宮
大
学
文
藝
部
機
関
紙

『
峯
ケ
丘』

よ
り）

壁
詩

清
水
幾
太
郎

閑
話
（
宇
都
宮
大
学
文
芸
部
機
関
紙
『
峯
ケ
丘』

よ
り）

17 

15 

32 

\2
17 

伊
黒
昭
文
作
詞、

寺
島
伸
夫
作
曲

ピ
ン
と
こ
な
い
と
い
う
こ
と
|
|_
世
代
に
つ
い
て

11 

名
曲
の
き
け
る
店
／
下
宿
生
活
の
栄
養
補
給

45 

生
活
の
設
計

広
岡

知
男

43
\
44

思
い
出
の
神
宮
球
場
|
ー＇
徹
底
的
に
い
き
る
こ
と

と

節
子

4
)
2 

43 

第
五
巻
第
四
号

目
次
カ
ッ
ト

学
生
生
活
の
支
部
を
つ
く
ろ
う
！

口
絵

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
言
葉

学
生
の
眼

死
の
商
人
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

不
安
の
季
節

6
月
の
う
た

手
の
ひ
ら
の
う
た
（
＊
楽
譜） 戸

山

原

9
ー

10

33 

（
＊
ア
ン
ケ
ー
ト）
（
都
立
新
宿
高
校
社
研
誌
『
ひ
び
き』

吉

田

山

8
ー
9

編

集

部

30 

イ
ソ
ッ
プ
物
語

百

万

遍

7
ー
8

3
�4 

41 

(

5

)
 

1
3

 

3
ヽ

3
 

峰

孝

一

九
五
ナ
（
昭
和
三
一
）

年
六
月
一

日
発
行

正
子
／
P
生
／
東
京
支
部
の
仲
間

編
集
室
か
ら

五
十
嵐
／
山
田
／
富
重

(

4

)
 

9
? 

94 94 

特
集教

育
侮
蔑
の
時
代
と
わ
れ
ら
—
_ー
ネ
オ
・

フ
ァ
シ
ズ

ム
に
抗
し
て
（
教
育
大
・

座
談
会）

増
田
一

也
／
相
川
充
弘
／
大
島
康
正
／
磯
野
誠
一

／
増
田

孝
雄
／
菊
川
忠
夫
／
堀
徳
郎

今
日
の
学
生
の
政
治
的
責
任

中
村

学
生
部
長
の
か
た
る
学
生
運
動
へ
の
直
言早

野

雅
三

憲
法
と
合
法
的
暴
カ
ー
|
ー
内
閣
に
憲
法
改
正
の
発
議

権
が
あ
る
か

大
沢

章

お
詫
び

二
号
よ
り）

わ
た
し
の
青
春
像

無
頼
の
女
子
学
生
|
|＇
い
き
る
こ
と
と
芸
術
す
る
こ

三
岸

迫
り
く
る
政
治
の
危
機
に
対
決
す
る

光
男

2
\
6 

30 
\
8 

25
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ひ
と
つ
の
生

内
外
の
重
大
ニ
ュ
ー

ス
（
『
福
渡
高
校
新
聞』

よ
り）

経
済
学
教
科
書
と
サ
ー

ク
ル
学
習
（
『
新
大
学
生
新

聞』

よ
り）

村
山

史
彦

『
太
陽
息
子』

は
部
員
に
非
ず
（
『
三
田
新
聞』

よ
り）

ク
ラ
ス
の
民
主
化
を
（
『
久
高
新
聞』

よ
り）

水
爆
実
験
と
国
際
法
（
『
立
命
館
学
園
新
聞』

よ
り）

死
に
対
し
て
（
『
富
高
新
聞』

よ
り）

中
野

淑
子

宇
佐
美
正
一

郎

蘇
田

幹
子

5
�5

56 55 55 

54 53 
＼ ＼

55 54 54 54 

浪
人
ま
か
り
通
る
！

（
『
信
陵
新
聞』

よ
り）

M
君
へ
の
手
紙
（
『
北
海
道
大
学
新
聞』

よ
り）

山
下
肇
著
『
大
学
の
青
春

駒
場』

／
IJ
山
弘
健
著

『
日
本
マ
ル
ク
ス
主
義
史』

／
坂
田
昌
一

著
『
原
子

物
理
学
入
門』

／
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
著
『
歴
史
に
お
け

る
個
人
の
役
割』

特
集

石
原
慎
太
郎
へ
の
発
言

共
同
研
究

石
原
慎
太
郎
を
論
ず

竹
内
成
明
／
安
井
武
／
下
村
明
美
／
飛
鳥
井
雅
道

石
原
慎
太
郎
は
な
ぜ
沈
黙
を
守
る
か
（
『
立
命
館
大

学
新
聞』

よ
り）

「
や
り
た
い
こ
と
を
や
る」

思
想
|
ー

「
石
原
慎
太

吉
治

52
ー

533
 
5

 

書
評 理

論

65 

6
�4 

68 63 

水
野

浅
田

光
師

58
ー

61

た
ち
ん
ぼ
講
義
（
『
関
西
学
院
新
聞』

よ
り）

書
評
か
ら
み
た
学
界
の
焦
点

ア
ル
バ
イ
ト
日
記

東
京
の
花
売
り
息
子

煙
突
の
中
の
一

カ
月

鼓
動

世
界
資
本
主
義
と
共
存

山
名

敦
子

52 

ヘ
ン
リ
ッ
ク
・

ヴ
ィ
ス
ィ
ン
グ

57 

52 

岩
井

丸
山

バ
イ
ト
の
相
場
（
『
奈
良
女
子
大
新
聞』

よ
り）

私
は
井
の
蛙
？

（
『
鴨
栃
新
聞』

よ
り）

全
員
就
職
（
『
小
樽
商
大
新
聞』

よ
り）

（
＊
格
言）

岸
田
国
士
／
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン

海
外
通
信

緑
の
畑
と
バ
タ
ー

の
国
か
ら
の
た
よ
り

輝

49
ー

51

よ
り）

X

Y

53 

55 56 56 

4
�6 

48 

雲
か
ら
お
り
て
下
さ
い

山
手

（
『
東
京
女
子
大
学
生
新
聞』

治
之

56 

- 97 -



大
串

た
の
し
き
雑
談

朝
か
ら
夜
中
ま
で
ー
ー＇

彼
女
ら
の
画

く
人
間
像

東
京
女
子
大
新
聞
部
学
生

わ
た
し
の
研
究
ノ
ー
ト
か
ら

淀
の
流
れ
と
微
生
物

吉
沢
八
重
子

ぼ
く
ら
の
エ
ン
マ
帖

大
学
教
授
の
横
顔
（
京
大
文
学

部
の
巻）

河
原
待
男

ぼ
く
ら
の
試
写
室

農
村
を
ま
じ
め
に
描
<
…
…
|
|＇

「
夜
あ
け
朝
あ
け」

白
樺
前
後

ひ
び
き

志
賀

和
田
友
子
／
中
島
章
／
真
田
泰
子
／
曳
地

秀
幸
／
小
野一
郎
／
三
宅
啓
正
／
大
沼
経
子
／
石
津

順
策
／
渡
辺
良
夫
／
津
山
忠
夫
／
福
岡
融
／
青
柳
輝

子
／
内
海
富
海
雄

編
集
室
か
ら

富
重
／
平
沢
／
山
田
／
五
十
嵐

直
哉

サ
ー
ク
ル・
研
究
会
運
営
の
こ
こ
ろ
え

竜

9
}
2 

94 94 
翠
91 87 

8
�4 

86 

8
f 

83 

7
t 

79 75 

郎
を
論
ず」
批
判

辻

哲
也

鎖
に
つ
な
が
れ
た
猛
犬
ー
ー

右
I

原
の
延

新
し
い
価
値ク

と
い
う
こ
と

伊
村
健一
郎

72
ー

74

投
稿
論
壇

6
�
9 

71 

り）

鼓
動『

農
業』
強
制
購
読
反
対
（『
農
大
新
聞』
5.
20
よ

第
五
巻
第
五
号

目
次
カ
ッ
ト

『
学
生
生
活』
の
支
部
を
つ
く
ろ
う
！

口
絵

ア
ナ
ト
ー

ル
・

フ
ラ
ン
ス
の
言
葉

学
生
の
眼

パ
リ
ー

祭

け
い
こ
う
燈

ぽ ぽ
び
あ
ん

三
人
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
は
現
実
と
ど
う
取
り
く
ん
だ

あ
く
な
き
真
実
へ
の
追
求

I
広
津
和
郎林

非
政
治
的
人
間
の―
つ
の
姿
勢

I
堀
田
善
衛

三
木

膵
子

泥
沼
の
現
実
は
つ
き
や
ぶ
れ
る
か
|ーー

黒
沢
明

樺
山

。フ
ラ
イ
ド

（『
奈
良
女
子
大
新
聞』
よ
り）

特
か 集

あ
孝
徳

明
子

八
幡

健
ら

26 21 

22
S
25

\
7 

21 

1e
16 

8
ー
9

7
ー
8

一

九
五
六
（
昭
和
三
一
）

年
七
月
一

日
発
行(

5)
 

(
4)

 
- 98 -



学
内
英
字
新
聞
の
発
刊
（『
日
本
女
子
大
学
新
聞』

5
.
10
よ
り）

学
生
ホ
ー
ル
に
の
ぞ
む
（『
専
修
大
学
新
聞』
5
.

15
よ
り）

経

三

M

電
子
顕
微
鏡
の
挨
拶
（『
東
京
理
大
新
聞』
5
.
20

5
.
5
よ
り）

く
り
返
す
な
戦
前
派
の
偽
善
（『
法
政
大
学
新
聞』

高
橋

勇

29 

よ
り）

学
大
生
の
誇
り
（『
愛
知
学
芸
大
学
新
聞』
4
.
17

29 

よ
り）

28 28 28 

よ
り）

28 

書
評

世
界
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ
か
け
あ
る
記
|
ー＇

高
橋

哲
郎

48
ー
49

羽
仁

イ
ヴ
・
モ
ン
タ
ン
著
『
頭
に
い
っ
ぱ
い
太
陽
を』

4
�
6 

47 

45 

57 41 

五
郎

7
�4 

78 

4
�
2 

45 

- 99 -

わ
が
校
の
読
書
傾
向
（『
多
治
見
高
新
聞』
5
.
8

よ
り）

山
梨
の
教
育
は
危
機
に
あ
る
（『
山
梨
大
学』
5
.

26
よ
り）

『
学
校
勅
諭』

現
わ
る
（『
日
本
医
大
新
聞』
4
.
20

小
堀
君
沖
縄
行
き
中
止
（『
千
葉
工
大
新
聞』
5

15
よ
り）

赤
痢
の
季
節
に
訴
う
（『
三
重
大
新
聞』
5
.
28
よ

り）

2
t 

28 27 

2
1
6 

27 26 

四
人
の
学
生
を
救
っ
た
こ
と
（『
福
岡
女
子
大
新
聞』

5
.
21

よ
り）

（
＊
格
言）

い
き
る
た
め
の
愛
情
—
ー
新
し
い
愛
情
の
発
展
の
た
め

汲
田

あ
た
ら
し
い
政
治
の
季
節
に
の
ぞ
む

自
由
擁
護
の
た
た
か
い
と
学
生
ーー
—
新
教
委
法
案
の

次
に
く
る
も
の

岡
本

清一

感
情
論
流
行
の
背
景
を
つ
く
ー
ー_
戦
争
責
任
の
主
体

的
把
握
に
つ
い
て

浅
田

光
輝

ポ
ポ
ロ
事
件
判
決
と
大
学
の
自
由

i
学
生
と
警
察

ぼ
く
ら
の
エ
ン
マ
帖

宇
留
野
元一

（
＊
富
士
山
麓
西
湖
畔
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集）

大
学
教
授
の
横
頻
（
学
習
院
大

目
白
樹
子

学
政
経
学
部
の
巻）

投
稿
論
壇

中
村
光
男
君
の
論
文
に
想
う

帰
朝
報
告

に

克
夫

ス
ピ
ノ
ザ
／
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

40 35 

27 

29 29 



草
原
に
（
ロ
シ
ア
民
謡）

秩
父
音
頭
（
日
本
民
謡）

ア
ル
ト・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
（
ド
イ
ツ
民
謡）

ス
リ
ラ
ー
読
み
も
の
？

登
山
の
手
び
き

山
は
若
者
を
よ
ぶ

京
大
山
岳
部

生
活
の
設
計

下
宿
の
法
律
知
識

共
同
研
究

新
聞
小
説
よ
り
み
た
昭
和
史
（
東
大
新
聞

研
究
所）

荒
瀬
豊
／
坂
巻
従
繁
／
千
田
恒
／
千

葉
光
則
／
広
瀬
英
彦
／
安
江
良
夫

「
絵
を
描
く
子
ど
も
た
ち

I
児
童
画
を
理
解
す
る
た

篇）
ニ
＝
ロ

s

6�4
72 

6?
63 61 59 59 58 58 57 

ま
じ
め
に
え
が
い
た
学
生
生
活
|
|＇
「
青
春
の
音」

夏
の
う
た
|
|＇
真
夏
の
太
陽
に
う
た
う
（
＊
楽
譜）

草
原
情
歌
（
青
海
民
謡）

青
山
梓·
劉
俊
南
訳
詞

雪
山
讃
歌
（
ア
メ
リ
カ
民
謡）

沖
沢
や
す
お
編
曲

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
釣
鐘
草
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民

56 56 

ロ」
誠
実
な
人
間
の
悲
劇
の
も
の
が
た
り
|
|＇
「
オ
セ

ぼ
く
ら
の
試
写
室

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
と
ソ
連
と

山
口

幸

62 55 54 

牧 峰

衷

8
ー
13

孝

め
に
（
全
四
巻）」
（
＊
映
画
紹
介）

た
の
し
き
雑
談

鎌
倉・
縁
切
寺
に
て
愛
情
に
つ
い
て

（
日
本
女
子
大
学
生）

清
水
ひ
と
み
／
秋
山
千
草

／
橋
本
洋
子
／
山
本
昌
子
／
岡
野
静
江
／
今
野
敏
子

／
平
山
信
子
／
栗
田
和
子

創
作

黒
い
ト
ラ
ッ
ク

大
江
健
三
郎

ひ
び
き

荒
正
人
／
井
上
正
蔵
／
藤
野
渉
／
中
野
淑

子
／
渡
辺
陽
三
／
小
野
美
智
子
／
山
岸
永
子
／
雖
川

新
／
岩
倉
啓
祐
／
M
.
A
/
三
田
進

編
集
室
か
ら

富
重
／
五
十
嵐
／
山
田

第
五
巻
第
六
号
一
九
五
六
（
昭
和
三一
）
年
八
月一
日
発
行

〈
特
集

記
録
・
日
本
学
生
運
動
史
ー
—・
三
代
の
青
春〉

目
次
カ
ッ
ト

学
生
生
活
の
記
録
募
集
／
『
学
生
生
活』

く
ろ
う
（
第
三
回
発
表）

口
絵

魯
迅
の
言
葉

（
＊
巻
頭
言）

学
生
運
動
の
「
内」
と
「
外」

戦
前
三
大
事
件
史

の
支
部
を
つ

7 

(

5

)
 

(

4

)
 

9
�
1 

94 94 

- 100 -

90 

7?
81 73 



日
記
抄

ノ
ー
・

モ

ア
・

イ
ー
ル
ズ

戦
中
学
生
抵
抗
秘
史
（
座
談
会）

七
月
号
「
堀
田
善
衛
論」
の
誤
植
訂
正

対
談

大
学
の
自
由
の
理
念
と
伝
統

大
沼

青
木

わ
が
友
に
告
げ
ん
—
�
軍
裁
に
か
け
ら
れ
た
十
六
名
の

東
大
生

銀
林

浩

天
皇
事
件

塚
田

幸一

公
開
質
問
状
（
天
皇
裕
仁
殿）

京
都
大
学
同
学
会

原
爆
ゆ
る
す
ま
じ

I
静
岡
駅
頭
に
ち
か
う

6�8 

69 

6
)
8

72

ひ
び
き

100
ー

102

6�5

67 

共
通
の
広
場
と
し
て

淳
子

9
\
4 

97 99 

盛
雄

60
ー

64

正
昭

55 47 
) )

59 54 54 46 

武
井

93 

- 101 -

86
ー

89

わ
た
し
の
青
春
像

京
大
文
学
部
二
八
年
度
国
史
三
回
生

大
阪
商
大
真
理
事
件

大
阪
商
大
真
理
絹
集
部

早
大
軍
研
事
件
（
共
同
執
筆）

早
稲
田
の
歴
史
を
つ
く
る
会

『
学
生
評
論』
創
刊
の
こ
ろ

藤
谷

上
原
専
禄
／
磯
野
誠一

園
部
実
／
松
尾
隆
／
国
松
藤一
／
沼
田
秀
郷

弁
論
大
会
に
参
加
し
て

廃
墟
の
な
か
か
ら：·

高
田
み
ど
り

俊
雄

38 31 38 

一
九
五
六
年
五
月
二
六
日

戦
後
日
本
学
生
運
動
年
表
(-
)
一
九
四
五•
八
—
|ー

一
九
五
二
年

書
評
『
日
本
の
学
生
運
動』
批
判
|
�
東
京
大
学
学

生
運
動
研
究
会
編
『
日
本
の
学
生
運
動』

昭
夫

風
雨
強
か
る
べ
し
か
ら
松
川
裁
判

�
分
で
納
得
す

る
こ
と

広
津

和
郎

戦
後
日
本
映
画
の
学
生
像
ー
|'
共
通
の
広
場
を
も
と
め

て
（
社
会
心
理
研
究
所
員・
座
談
会）

田
岡
信

夫
／
石
川
弘
義
／
野
間
恒
男
／
佐
藤
千
恵
子
／
佐
藤

毅
／
中
川
作一
／
中
原
久
三
代
／
二
木
宏
二
／
井
上

南

博

吉
田
徹
男
／
IJ
野
四
平
／
山
崎
良
夫
／
川

北
さ
よ
子
／
岩
谷
正
子
／
後
藤
弥
生
／
横
田
睦
夫
，

竹
中
由
美
子
／
大
原
則
子

85 

物
語

29 

11
山

村
尾
一
丁
ノ
イ

7�8

82 

京
大
滝
川
事
件

l�4
21

女
の
園
よ
さ
よ
う
な
ら
—
|＇
お
茶
大
ス
ト
事
件

光
子

74
ー
77

藤
原

静
男

73 



マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
家
に
お
け
る
権
威
主
義
と
事
大

学
園
評
論

郁

山
田
恭
之
助

平
和
署
名
を
（
ア
メ
リ
カ）
（
＊
楽
譜）

関
鑑
子
訳
詞

編
集
室
力
ら

第
五
巻
第
七
号

山
田
／
五
十
嵐
／
富
重

一

九
五
ナ
（
昭
和
三
一
）

年
九
月
一

日
発
行

ロ
ー
ザ
の
言
葉

長
崎
大
会
—_
1
1
9
5
6
.
8
.
9

現
地
報
告

9
月
の
う
た

原
子
野
に
生
れ
い
ず
る
も
の

第
二
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
宣
言

特
別
寄
稿

愛
国
心
と
は
な
に
か
—
|＇
日
本
の
学
生
に

訴
え
る

許

広

平

長
崎
大
会
の
後
に
何
を
な
す
べ
き
か
—
|_
第
二
回
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会・
長
崎
大
会
に
お
け
る
報
告

安
井

グ
ラ
フ

表
紙
絵
／
目
次
カ
ッ
ト

『
学
生
生
活』
の
支
部
を
つ
く
ろ
う
！

口
絵

井
上
長
三
郎

\
6 

19 

l�4
15 

13 ..____ 12 ーー

6
ー

(

5

)
 

(

4
)

 102 

詩 日
本
知
識
人
の
公
式
主
義
批
判

特
集

日
本
の
傷
痕・
沖
縄
長
崎

軍
政
下
の
青
春•
琉
球
大
学
—
|
曲
5

ら
れ
て
も
こ
ろ

ん
で
も：・
（
対
談）

香
山
健一
／
喜
舎
場
朝
順

新
情
勢
と
学
生
運
動
の
課
題
|
|＇
い
わ
ゆ
る
「
学
生

層」
論
と
平
和
の
行
動

牧

衷

長
崎
日
記

原
爆
記
念
館
に
ア
ル
バ
イ
ト
し
て

原
子
野
を
見
下
し
て

ガ
ラ
ス
ふ
き
の
弁

遠
藤
さ
つ
き

植
田

裕
次

惨
め
な
地
図

喜
舎
場

順

ぼ
く
ら
の
試
写
室
盗
海
中
の
登
山
家ク
が
え
が
い
た

|
「
沈
黙
の
世
界」

H

地
上
（
＊
短
歌）

平
山

良
明

座
談
会

家
庭
教
師
の
生
活
と
意
見
（
東
大
教
養
学
部

に
て）

早
野
／
浜
井
／
土
方
／
石
村
／
西
村
／

大
場
／
町
田
／
桜
井
／
倉
木

鼓
動米

独
立
の
精
神
で
（『
琉
球
大
学
新
聞』
7
.
18
よ
り）

主
義

山
田
奈
々
尾

稔

56 
4)8

52 47 41 

6
�
4 

65
54

ー
55

53
ー

54

3
�4 

40 33 

20

ー
25

42

47
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パ
ー

ル
・

バ
ッ
ク
会
見
記

よ
り 聞』

7
.

31
よ
り）

6
)
4 

65 

富
山

6?
63 

井
上
長
三
郎

妙
子

，

 

5
 

フ
オ
ウ
ル
／
ブ
ー

ル
デ
ル

57
.

59

第
五
巻
第
八
号

一
九
五
ナ
（
昭
和
三一
）

年一
0
月一
日
発
行

学
生
の
集
い
か
ら
長
崎
学
生
の
会
へ

.
6
よ
り）

国
際
学
生
会
議
で

試
験
と
暗
記
（『
東
二
学
院
新
聞』

7
.

20
よ
り）

目
の
色
を
変
え
て
喜
ぶ

（
＊
格
言）

（『
長
崎
東
高
新

ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の
学
生
|
|＇

国
際
学
生
セ
ミ
ナ
ー

飛
鳥
井
雅
道

吉
川
幸
次
郎

5
よ
り）

59 

八
十
年
目
の
ア
メ
リ
カ
（『
北
海
道
大
学
新
聞』

7

学
生
生
活
と
政
治
問
題
（『
山
梨
大
学
学
生
新
聞』

7

.
10
よ
り）

58

ー
59

（『
三
田
新
聞』

7
.

11
よ
り）

58 58 57 

社
会
王
義
国
家
の
芸
術
は
停
滞
し
て
い
る
力
|
|—

中
ソ

絵
画
み
た
ま
ま

手
記

鈴
木

IJ
野
寺
昌
子
／
大
谷
藤
子
／
真
下
信一
／

一
読
者
／
安
東
正
俊
／
山
口
美
次
＇
玉
沢
弘
子
／
s

．

M
／
森
武
子
／
根
岸
清
子
／
六
反
田
サ
チ
子
／
本

田
信
子
／
石
垣
洋
子

編
集
室
か
ら

表
紙
絵

目
次
カ
ッ
ト

山
田
／
五
十
嵐
／
富
重

92 92 

ひ
び
き

私
は
夜
に
生
き
て
し
る

正
昭

井
上
長
三
郎

3 76 
＼ ＼  

88 82 
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り） 7
よ
り）

教
生
日
誌
か
ら
（『
静
岡
大
学
学
生
新
聞』

7
.
6
よ

山
口

典
子

72
\

75

就
職
僅
力
十
四
名
（『
学
藝
大
学
学
生
新
聞』

7

（『
大
阪
大
学
新
聞』

8
.
7
よ
り）

八
十
万
人
の
希
望
を
（『
大
分
大
学
上
野
丘
新
聞』
7

57 

書
評

五
味
川
純
平
著
『
人
間
の
条
件』

ロ
ー

ザ
・

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
人
と
思
想

71 

57 

西
湖
湖
畔
の
大
合
唱
ー
—ー

サ
マ
ー

56 

学
文
学
部
の
巻）

た
の
し
き
雑
談

久
我
山
若

ぼ
く
ら
の
エ
ン
マ
帖

大
学
教
授
の
横
顔
（
国
学
院

キ
ャ
ン
プ
の
四
日
間

ー7

‘、
�

，

 

6
 

6
 

6
ー

6



要

実
態
調
査

愛
と
性
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（
教
育
大

支
部•
お
茶
大
支
部・
早
大
支
部・
学
習
院
大
支

部・
津
田
塾
支
部・
理
科
大
支
部・
日
女
大
支
部

•
都
立
校
支
部）

私
の
綴
り
方
ー
ー

あ
る
心
の
断
面

女
の
幸
せ

稼
ぎ
し
人
か
ら
の
手
紙

教
壇
か
ら

口
絵

ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
の
言
葉

扉
絵

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
「
大
洪
水」
（
部
分）

早
稲
田
大
学・
ミ
シ
ガ
ン
大
学
技
術
提
携
を
衝
＜

早
大
新
聞
会
編
集
部

特
集

現
代
青
年
の
モ
ラ
ル
と
行
動

変
革
期
の
愛
と
倫
理
（
中
国
帰
国
学
生・
座
談
会）

浜
田
照
代
／
益
田
斎
／
米
倉
功
／
久
保
田
美
年
子

／
高
野
啓
輔
／
山
口
滉

動
物
か
ら
や
り
な
お
そ
う
と
い
う
思
想
—
——

現
代
青

年
の
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
（
武
谷
三
男
教
授
訪
問
記）

武
谷

20
ー

25

カ
ン
ニ
ン
グ
族
を
叱
る
！

内
田
幾
久
子

輝
夫

丸
山

林

Y
 

三
男

4
�6 

47 47 
翠
45 

3
1
4 

37 ，

 

、.
＇
‘
`
'‘

5
 
1

1

 

4
 
ー

8
ー

7
 

(

5

)
 

学
生
生
活
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト

第
二
回
の
お
し
ら
せ

閑
話

愛
猫・
慎
太
郎

鼓
動定

期
運
賃
学
割
の
値
上
げ
（『
横
浜
国
立
大
学
新
聞』

6.
7
/
『
全
学
連
第
九
回
中
央
委
員
会
方
針
草
案』

追
補
9.
2
|
4
よ
り）

通
信
生
は
何
を
望
む
か
（『
慶
応
義
塾
大
学
新
聞』
8

•
15
よ
り）

進
学
者・
大
巾
に
減
少
（『
藤
枝
東
高
新
聞』
7.

19
よ
り）

文
化
祭
の
準
備
（『
都
高
時
報』
9.
1
よ
り）

田
近

純

5
? 

60 60 59 

翠
59 

翠
53 37 33 
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た
の
し
き
雑
談

恋
愛•
こ
ん
な
も
ん
や
ろ
力
（
同

志
社
大
学
男
女
学
生・
京
都
弁
座
談
会）

飯

田
至
／
石
井
憲一
／
畑
中
清
博
／
内
田
幾
久
子
／

西
井
武
郎
／
吉
田
経
夫
／
高
森
節
枝
／
佐
藤
浩一

／
馬
杉
利
三

日
ソ
交
渉
|
|

早
期
妥
結
は
売
国
の
論
理
か 黒

田

父
へ
の
反
抗

I
愛
憎
の
峠
に
立
っ
て

則
子

5
�4 

57 

4
�
8 

53 



喜
舎
場
順
／
村
松
晃
吉
／
青
柳
輝
子
／
エ

藤
美
智
子
／
学
生
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

連
盟
／
駒
場
理
之

／
藤
井
美
紗
子
／
M
．

F

編
集
室
か
ら

ひ
び
き

富
重
／
五
十
嵐
／
山
田

9
)
1 

94 94 

石
の
上
に
も
三
年
た
っ
て
：··:

（
ふ
く
め
ん
社
員

陸
井

n

o

l

三
良

2
S

2

宮
崎
伝
左
衛
門

\
6 

19 

増
田
一
也

わ
た
く
し
の
卒
論

死
よ
お
ご
る
な
か
れ

羽
仁
五
郎
著
『
こ
の
十
年』

大
学
教
授
の
横
顔
（
北
海
道
大

雪
原
北
斗

わ
が
慶
応
ボ
ー

イ
時
代
前
後

野
坂

参
三

今
井

泰
子

中
島
一
彦

7
�
8

90 

わ
た
し
の
み
た
砂
川
の

泣子
連
さ
んク青

木

英
夫

4

5ー

、,`̀
,’

ー

3
 
ー

啄
木
研
究
ノ
ー
ト

77 

6)8

72

民
族
の
か
い
な
の
中
で

新
保

節
男

12 

学
理
学
部
の
巻）

わ
た
し
の
青
春
像

ぼ
く
は
ふ
み
と
ど
ま
っ
た

6

�
6

67 

わ
た
し
は
食
事
班

ぼ
く
ら
の
エ
ン
マ
帖

高
橋

大
田

三
浦

良 道
子

宏
子

カ
ザ
ル
ス
の
人
と
音
楽
ー_
—

コ
レ
ド
ー

ル
『
パ
ブ
ロ
・

カ
ザ
ル
ス
と
の
対
話』
を
よ
ん
で

B
O
O
K
 S
T
A
N
D
 

参
加
者
の
証
言

警
官 、
あ
な
た
は
人
間
か
？

畠
山

透

6

�
1

65 65 

泉

6
ー

15

JJ
さ
な
感
情
（
わ
だ
つ
み
会
『
ひ
ろ
ば』
第
八
号
よ

り）

板
倉
一
郎

谷
崎
の
「
鍵」
に
つ
い
て
（
反
戦
学
同
名
大
東
山
支

部
機
関
紙
『
窓』
八
号
よ
り）

（
＊
格
言）

ス
ピ
ノ
ザ

59 60 

特
集

第
五
巻
第
九
号
一

九
五
ナ
（
昭
和
三
一
）

年
―
一

月
一

目
撃
者
の
記
録•
砂
川

ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ

一
九
五
六
年一
0
月一
三
日

勝
利
の
原
因

愛
郷
心
と
愛
国
心

ア
メ
リ
カ
極
東
戦
略
か
ら
み
た
砂
川
問
題

就
職
あ
れ
こ
れ

田
所

表
紙
絵

目
次
カ
ッ
ト

峰

孝

60 

井
上
長
三
郎

発
行

11 10 ，
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18
よ
り）

30 

現
代
イ
ギ
リ
ス
の
異
色
作
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
リ
ン
ゼ
ー

映
画
「
大
阪
大
学」
製
作
（『
大
阪
大
学
新
聞』
10

.
16
よ
り）

日
大
新
聞
に
み
る
三
五
年
の
ト
ピ
ッ
ク
（『
日
大
新

聞』
10
.
15
よ
り）

週
刊
誌
の
女
子
学
生
観
に
抗
議
す
る
（『
日
本
女
子

大
学
新
聞』
9
.
20
よ
り）

学
生
健
保
延
期
か
？
—
|
三
重
大
は
条
件
付
賛
成

（『
三
重
大
学
新
聞』
9
.
28
よ
り）

学
芸
学
部
二
年
コ
ー
ス
|
|_
明
年
は
1
/
3
に
削
減

（『
茨
城
大
学
新
聞』
10
.
20
よ
り）

好
調
の
声
を
外
に
女
子
大
は
わ
る
い
求
人
（『
同
志

社
女
大
新
聞』
9
.
20
よ
り）

わ
る
く
な
っ
た
採
用
率
（『
長
崎
大
学
新
聞』
9
.

高
橋

晶

62

ー
69

30 

5
1
8 

61 

30 

57 

30 

座
談
会）

京
大
卒
業
生

悠
子

（
＊
格
言）

に
ぎ
や
か
だ
っ
た
第
二
回
コ
ン
サ
ー
ト
|
ー
l

武
谷
三
男

先
生、

富
山
妙
子
先
生
出
席

学
生
生
活
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト
第
三
回
の
お
し
ら
せ

わ
た
し
の
青
春
像

わ
が
師
ブ
ル
デ
ル

清
水
多
嘉
示

た
の
し
き
雑
談

北
斗
七
星
は
今
日
も
頭
上
に
（
専
修

大
二
部
学
生
会）

山
口
克
也
／
草
川
芳
彦
／
利

光
今
朝
太
郎
／
永
井
秀一
／
鈴
木
正
昭
／
高
野
幸
助

／
久
富
勝
義
／
谷
口
利
之
／
菅
原
公
史
／
西
沢
清
美

／
野
元
松
雄

戦
中
学
生
抵
抗
秘
史
（
関
西
地
方）
（
＊
座
談
会）

藤
谷
俊
雄
／
新
村
猛
／
渡
部
徹
／
小
野
義
彦
／
能
勢

克
男
／
田
畑
弘

ぼ
く
ら
の
エ
ン
マ
帖

大
学
文
学
部
の
巻）

黒
人
学
生
シ
ム
ズ
君
会
見
記

差
別

ニ
グ
ロ
の
歌
は
な
ぜ
哀
し
い
か_
�
ア
メ
リ
カ
民
主
主

義
の
黒
い
痣

大
学
教
授
の
横
顔
（
東
京
教
育

大
塚
桐
葉

ア
メ
リ
カ
大
学
の
人
種

本
誌
編
集
部

4
)
2 

55 

29 29 

3
�
6 

41 
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28 

よ
り）

28 

図
書
館
学
科
に
六
万
ド
ル
（『
慶
大
新
聞』
10
.
15

就
職
は
人
を
変
え
る
か
？

閑
話

就
職
試
験

鼓
動

3
�
2 

35 31 31 

IJ
野

27 27 

2

�
2 

24 

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン

29 



高
橋

福
島
峯
子
／
水
本
務
／
三
好
道
登
／
岡
淳

一
／
鎌
田
祐
明
／
相
馬
健
次
／
早
大
土
曜
会
／
西
川

市
朗

編
集
室
か
ら

ひ
び
き

さ
し
え

小
説

婚
約

山
田
／
富
重
／
五
十
嵐

み
ち

平
沢

正
夫

き
む
ら
か
お
る

8
�o 

82 82 

3

97
 

、,
�

7
 

37 72 

付
録
〈
学
園
評
論
社
関
係
資
料〉

『
わ
だ
つ
み
に
誓
う
—
—

京
大
天
皇
事
件
の
記
録』

〈
京
都
大
学
同
学
会
・

全
日
本
学
生
新
聞
連
盟
共
同
編
集〉

（
昭
和
二
六）

年
―

二
月
一

七
日
発
行

何
を
報
じ、

何
を
報
じ
な
か
っ
た
か
？・
|
|＇

天
皇
京
都

視
察
と
京
大
事
件
を
め
ぐ
る
商
業
紙
の
報
道

平
和
の
歌
の
波
紋
は
拡
が
る

講
和
を
祝
う
天
皇
と
講
和
に
反
対
す
る
京
都

飾
ら
ん
で
も
あ
り
の
ま
ま
を
ー
—ー

冷
く
迎
え
る
市
民
の

表
情

天
皇
車
を
前
に
し
た
京
大

ー
「
原
爆
展」
に
制
約
は

加
わ
る

手
に
渡
ら
な
か
っ
た
「
公
開
質
問
状」

ま
え
が
き

一

九
五

20

ー
25

l�6
19

\
1 

15 ゜ー

5
ー

2
ー
4

前
付
1
.

（

74)
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国
民
の
み
な
さ
ん
へ

あ
と
が
き

東
大
学
生
自
治
会
中
央
委
員
会

表
紙
裏

(

74

)
 

憤
り
は
つ
ず
く

ペ
ン
偽
れ
り
！

驚
べ
き
数
字
／
骨
抜
き
さ
れ
た
報
道
／

ィ
ゴ
ロ
ツ
キ

学
生
は
学
園
を
去
れク
／
西
か
ら
東、
東
か
ら
西
へ

／
反
共
宣
伝
開
始
さ
る
／
官
憲
オ
ー

ル
ス
タ
ー

の
登

場
／
し
か
し、
真
実
を
覆
い
か
く
す
こ
と
は
で
き
な

『
も
う
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い

ー
東
大
事
件
は
こ
れ
か
ら
も
お
こ
る』

〈
学
園
評
論
社
編
集
部
編
集、
ま
つ
や
ま
ふ
み
お•
み
な
み
よ

し
ろ
う
絵〉

一

九
五
二
（
昭
和
二
七）

年
四
月一―1
0
日
発
行

ま
つ
や
ま
ふ
み
お

ポ
ポ
ロ
・

演
劇
発
表
の
夜
|
ー＇

私
服
の
潜
入
を
発
見
し

警
察
手
帳
を
取
上
げ
る

な
わ
ば
り
の
中
に
お
さ
え
つ
け
ら
れ
た
；

大
学
の
自
由ク

投
書

警
察
手
帳
の
全
貌

東
大
事
件
に
寄
せ
ら
れ
た
反
響
（一
部）

池
田
義
明
／
竹
本
栄一

特
高
は
『
お
や
と
い』
に
な
っ
て
復
活
し
た

斗
い
は
こ
れ
か
ら
だ
！
ー
ー＇

手
帳
の
内
容
は
勇
敢
に
ば

く
ろ
さ
れ
た 一

母
／
松
田
仁
松
／一
国
民
／一
農
民

I
衆
参
院
法
務
委
員
会
を
の
ぞ
く

も
う
誰
も
だ
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
ん
だ
！

東
大
事
件
に
よ
せ
ら
れ
た
反
響_
—ー

「
こ
の
道」
は
も

う
二
度
と
来
て
は
い
け
な
い

飯
塚
浩
二
／
宗
像

誠
也
／
勝
田
守一
／
釜
本
武
道
／
婦
人
労
働
者
／
栃

偽
証
に
な
る
と
せ
め
ら
れ
て
あ
わ
て
た
本
富
士
署
長

7
? 

80 78 

6
�
2

67 61 

嵐
よ
ぶ
政
治
—
ー＇

衆
院
法
務
委
の
記
録

6
1
4 

73 

大
学
の
自
由
の
た
め
に

5
)
4 

63 

58 
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vヽ

3
? 

53 

1

75
 

、.
`
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ぼ
く
ら
の
愛
情

ぼ
く
ら
の
生
活

聞
い
て
く
れ

く
ら
く
も
•
す
す
む

甲

晋

2
�
6 

30 

2
)
1

26 

田
村

正
也

64
ー
66

表
紙
写
真

序ー
�
小
感

ま
え
が
き
—
|
日
本
学
生
詩
集
が
生
れ
で
る
ま
で
：·
：··
:

東
京
学
生
文
学
懇
談
会

一
九
五一
年
の
五
月
祭
で

白
く
く
も
っ
た
窓
べ
で
う
た
う
十
二
月

ぼ
く
ら
の
学
園

早
稲
田
の
銀
杏
の
木
に
捧
げ
る
歌

一
枚
の
写
真
に
よ
せ
て

小
鎮
魂
曲

誇
り

序
章

ぼ
く
ら
は
歌
う

怒
れ
る
元
素
|
ー
l

仲
本
逸
夫
君
に

ど
く
ろ
の
う
た＇

�
硫
黄
島
の
亡
骸
に猪

野

健
治

規一

宇
佐
美
誠一

保
富

加
藤

弘
昭
康
平

6
)
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64 64 61 

浦
上

59 58 

中
島

拳
健
蔵

\
1 

18 

4
ー
5

福
島

57 

は
が
さ
れ
た
ビ
ラ

土
門

幼
な
友

あ
い
つ
は
も
う
帰
ら
な
い

あ
か
し
・
ご
ろ
う

小
田
切
清
光

晋
徳

5
�4 

55 

5
\
1 

54 

一
九
五
三
（
昭
和
二
八）
年
四
月
五
日
発
行

『
日
本
学
生
詩
集＇

�
さ
さ
や
く
よ
う
に』

〈
東
京
都
学
生
文
学
懇
談
会・
学
園
評
論
編
集
部
共
同
編
集、

理
論
社
発
行〉

戦
争
か
ら
帰
ら
ぬ
君
達
へ

戸
田

芳
実

47
ー
51

紆原
爆
展
の
声
—
|＇
宇
治
市
原
爆
ス
チ
ー
ル
展
よ
り

内
田

4
�
2 

46 

木
県
泉
村
の
貧
し
い
農
民
／
天
野
二
郎
／
東
大
正
門

前
の
一
市
民
／
岩
波
書
店
に
働
く―
女
生
徒
／
中
川

俊
雄
／
k
教
師
／
女
子
学
生
／
東
京
大
学
法
学
部
助

研
生
A

88 

今
も
胸
え
ぐ
る
戦
争
の
い
た
み

忘
れ
え
ぬ、
そ
の
日：·

ユ
キ
子
の
手

静
子、
ぐ
っ
す
り
と
眠
れ

行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

冗
村

敏
之

41
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口
み
の
る

隆
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孝
平
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発
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ら
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志
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那
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血
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め
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求
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「
原
子
力
と
人
類
の
幸
福」

は
じ
め
に

湯
川

武
夫

秀
樹

2
ー
4 ー

評
議
会
に
出
席
し
て

前
付
1

桑
原

『
水
爆
よ
り
も
平
和
を』

〈
学
圏
評
論
社・
京
大
水
爆
問
題
協
議
会
共
同
編
集〉

カ
ッ
ト

阿
久
井
芳
孝

一

九
五
四
（
昭
和
二
九）

年
七
月
二
五
日
発
行

『
世
界
の
学
生
運
動
の
新
し
い
方
向

ー
第
九
回
国
際
学
連
評
護
会
報
告
・

勧
告
集』

〈
学
園
評
論
社・
祖
学
編
集
局
共
同
絹
集〉

一

九
五
四
（
昭
和
二
九）

年
j
月
発
行

鮒
子
田
耕
作

感
想

解
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加
藤

野
間
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評
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舜
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郎
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須
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光
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キ
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世
界
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動
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爆
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日
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水
爆
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員
会
の
勧
告

学
生
の
専
門
及
び
文
化
面
に
於
け
る
協
力
と
教
育
上
の

旅
行
に
つ
い
て
の
委
員
会
の
勧
告

学
問
及
び
経
済
問
題
委
員
会
の
勧
告

体
育
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
委
員
会
の
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告
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び
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九
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I
U
S
評
議
会
報
告
に
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語
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国
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連
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的
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る
委
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索 引

ぁ

R 5-2-60, 5-3-37 

R · I 4-5-19 

I 2-2-47, 4-10-74, 4-11-(75), 

5-1-(75), 5-5-55 

相川充弘 5-4-18 

相沢貞二 5-2-20 

相沢浩二 3-12-26 

相沢利雄 4-3-17 

I 生 4-8-(67)

相田正子 3-1-13 

青井雅子
青木 茂
青木英夫
青木盛雄
青木洋子
青 島

4-10-57 
2-6-34 
5-9-14 
5-6-60
2-7-77 
1-4-50 

青森県立青森療養所一患者 4-1-9 

青柳輝子 4-9-71, 5-4-93, 5-8-92 

青山昭夫
青山 梓
青山 崇
青山正武
あかし • ごろう

2-2-109 
5-5-56 
4-5-26 

2-1-120 
日 ー51

赤松晶子 4-3-17, 4-6-34, 4-10-18 

秋山千草 5-5-79 

阿久井茂 2-1—目次

阿久井芳孝
芥川也寸志
浅川謙次

日 ーカット
4-5-33 
1-2-84 

あさだげん 4-9-74 

浅田光輝 5-4-58, 5-5-42 

朝野五郎 2-7-24 

朝野 勉 2-4-38 

旭丘中 3-7-28 

麻布学園わだつみ会 3-13-40 

麻布高校 1-3-56 

あさやけ会 2-3-60 

鰺坂 真 4-8-30

葦原直人 2-4-62

飛鳥井雅道 4-11-28, 5-2-74, 

5-4-64, 5-7-60 

東 玲子 2-1-89 

安達みを 1-2-122 

安達ゆき子 3-12-34 

吾孫子よし江 3-10-72 

府可 音� 2-2-42 

阿部昭子 1-2—目次 ，
3-3-目次 ，

3-4—目次 ，
3-5-目次

3-6—目次 ，
3-8-目次

3-9—目次3-10ー目次
3-11—目次3-12—目次 ，

3-13—目次 ，
_4-1-目次

4-2—目次 ，
4-3-目次 ，

4-4ー目次 ，
4-5-目次 ，

4-5-57,

(3)



4-6—目次 ，
4-8-目次

4-9ー目次 ，
4-10—目次

4-11—目次 ，
4-12—目次

阿部知二 2-4-8 

安部富士男 2-3-20 

阿部文勇 1-4-119, 日ー83

阿部恭男 3-4-16 

天野二郎 も —84

奄美大島日本復帰青年会 1-1-17 

網野善彦 1-1-96 

荒 正人 5-5-91 

新井和子 5-3-32 

荒木春男 4-3-40 

荒木靖夫

荒熊某

荒漉 豊

有賀信男

有沢浩一

有山鉄雄

アルト ・ I · M

アレクサンドロフ

安藤幸子

安藤東生

安藤正昭

安東正俊

あんどう・れい

飯島久子

飯泉ますみ

飯 田

飯田昭子

飯田 至

飯田忠成

1-1-28 

4-11-58 

5-5-64 

4-4-72 

4-3-7 

1-2-12, 2-2-20 

3-5-61 

4-2-19 

2-4-56 

3-12-72 

1-3-44 

5-7-89 

3-12-71 

2-2-47 

4-11-10 

4-11-37 

2-6-77 

5-8-54 

5-3-38 

飯田 亘 3-4-11 

飯塚浩二 1-4-12, 2-2-109, 5-3-56, 

(4) 

も —81

イ ーペン 4-2-30 

家永三郎 2-4-12, 5-3-20 

伊賀研介 4-11-22 

伊ケ崎暁生 4-11-10 

五十嵐 5-3-94, 5-4-94, 5-5-94, 

5-6-102, 5-7-92, 5-8-94, 

5-9-82 

五十嵐勝二

伊川道夫

井口 節

伊黒昭文

池島信平

池田 修

池田正男

池田義明

井ヶ田良治

石井 昭

石井憲一

石井てる

石井啓雄

石井百代

石垣洋子

石 川

石川忠雄

石川弘之

石川弘義

石倉義郎

石 島

石田 明

石田美代

石津順策

石原健治

石原慎太郎

1-1-28 

1-1-48 

3-2-65 

5-4-11 

5-3-27 

2-2-41 

2-2-77 

も —58

2-2-98 

4-2-23 

5-8-54 

2-2-50 

4-3-12 

4-1-13 

5-7-91 

1-4-50 

1-1-27 

1-2-26 

5-6-94 

3-7-31 

3-3-26 

2-3-70 

4-5-26 

5-4-92 

4-4-29 

5-3-38 



石丸茂雄

石 村

石母田正

石山誠一

石綿暢子

伊豆陽夫

伊豆幹夫

磯島武雄

磯田博子

磯野誠一

磯部邦夫

板木郁郎

板倉一郎

板倉安男

板橋則子

板橋道子

市川白弦
一 国民
-D大生
ー読者
ー農民
ーノ瀕秀文
ー 母

市原豊太

市村克則

井津 久

伊藤栄子

伊藤今朝市

伊藤佐代子

伊藤徳次郎

伊藤初子

伊藤みちの

伊藤快男

稲海 鳥

3-1-14

5-7-48

1-1-87, 3-8-38

4-10-4

5-3-38

4-8-44

日 ー131

1-4-(1)
3-11-41

5-4-18, 5-6-39

4-10-71

3-1-31

5-8-60

3-11-40

4-2-40

1-1-24

2-4-16

も ー20

5-2-37

5-1-70, 5-3-33, 5-7-89

も ー20

2-7-44

も ー19

2-2-35

5-3-46

3-3-32

4-2-42

2-1-55

3-8-74

4-9-17

4-1-11

4-1-14

3-5-44

2-2-52

(5) 

稲垣三郎

稲田井順次

稲 穂

2-3-12, 3-11-31

3-7-33

5-3-9

1-3-152, 日 ー57

2-4-13

4-9-69

4-2-30

5-6-94 

猪野健治

井上 清

井上智司

井上 淳

井上淳子

井上正蔵 2-2-100, 3-1-66, 3-8-74, 

5-5-91

井上長三郎 5-3— 目次，
5-7-表紙

5-7ー 目次5-7-76, 5-8—表紙

5-9ー表紙

井上雅臣 1-1-27

井上嘉造 3-7-14

井上頼豊 1-1-97, 2-4-14, 5-2-14

猪股恒夫 2-6-78

茨木民雄 4-1-72

伊吹武彦 5-3-26

今井俊一 1-4-24, 2-2-14

今井敏子 2-1-88

今井範雄 1-2-87

今井泰子 5-8-73

今川正子 5-3-93

今村一雄 3-5-25

今村勝哉 1-3-150

伊村健一郎 5-4-72

入江 昭 3-5-32

岩井 亨 5-4-46

岩泉まさはる 4-6—裏表紙

岩上順一 1-1-(1), 2-1-96,

4-11-50, 4�12-32, 5-1-50

岩国教子 5-1-72

岩倉啓祐 4-7-70, 5-5-93



岩佐秀敏 2-3-70

岩谷正子 5-6-101

岩波書店に働く ―女生徒 も —86

岩橋邦枝 5-3-38 

岩間正男 2-1-57 

ヴィスイング， ヘンリック 5-4-57 

ヴェスカン， モーリス 4-3—裏表紙

上田美千代 3-6-20 

植田裕次 5-7-54 

上野 晃 1-3-151 

上野虎太郎 3-4-65 

上原勝江 2-4-29 

上原専禄 1-1-80, 2-1-12, 5-1-18, 

5-6-39

うえはらひさき 2-5-74

魚射 晃 1-1-27

浮島辰夫 4-6-69

宇佐美誠一 日 ー59

宇佐美正一郎 5-4-53

氏家君子 4-5-26

薄井坦子 4-1-60,4-3-17

碓井正子 3-9-74

内田 巌 1-1-(113), 1-2— 目次

1-3-(11)

内田幾久子 5-8-46, 5-8-54

内田 昇 2-5-29

内田 一 日 ー42

内田正夫 2-6-32

宇都宮わかば会 3-3-9, 3-3-26,

3-9-11, 4-11-72

内海富海雄

宇野重吉

浦上規一

浦田松太郎

5-4-94

1-1-66

1-1-46, 日 ー58

3-5-74

宇留野元一

運営委

H 4-6-52,4-9-59,4-12-44, 5-7-41, 

水—5

H·K 4-7-15

江川佳寿子 3-12-74

江口朴郎 5-3-56

s 1-1-(113), 5-5-59

S · I生 4-6-74

S · S  2-5-26

S ·M 5-7-90

S · O 3-6-21

s 子 4-1-74

s 商高三年 2-7-35

X 生 4-2-12

X Y 5-4-56

江 藤 1-4-50

N 1-3-43, 1-3-137, 1-3-154,

1-4-122, 2-1-(123),

2-2-(113), 2-4-(71),

2-5-(75), 2-6-(79),

3-9-(75), 3-11-(75), 4-6-69,

4-6-72, 4-8-(67), 4-12-4,

4-12-48

えのき・ たかし

海老沢咲子

愛媛大

F

M

M· A 

M·F 

M·K 

M 生

5-5-41

3-7-26 

4-10-18

2-2-20

3-7-29

1-2-(123), 3-6-19, 4-12-6

1-2-86, 2-5-65, 4-6-53,

4-10-25, 4-12-47

5-5-93

5-8-94

4-8-65

4-1-70

(6)



M·W 4-4-69, 4-7-16

エリュアー ル
，

ポー ル 3-7-(2)

遠藤さつき 5-7-53

オイストラフ， デ

王亜平

扇谷正造

5-1-36

4-11-20

5-3-80

0 5-3-23

大分大自治会 2-5-(3)

大内一男 3-11-52

大内河津子 4-8-61

大内兵衛 3-6-4, 3-7-4 

大江健三郎 5-5-82 

大串泰治 3-8-74, 2-7-77 

大串 竜 5-4-75 

大阪市大宮上ゼミナー ル 2-1-80

大阪商大真理編集部 5-6-22

大阪女子大社会科学研究会 4-4-46 

大 阪大 3-7-28 

大沢 章 5-4-34 

大沢清弘 1-1-27 

大沢祥悟 1-1-28 

大島昭男 1-2-68 

大島 渚 2-6-44 

大島ミヨ（大島みよ） 2-1-104, 

日 ー125

大島康正 5-4-18

大代 明 1-4-34

0 生 4-8-65, 4-12-(75)

太田 勇 4-10-4

太田清子 2-5-44

大田 発 2-7-39

大田道子 5-9-10

太田嘉四夫 2-1-63

大田礼子 2-7-12

(7) 

大高源吾

大谷喜伝次

大谷 進

大谷藤子

大 谷大

大津二郎

大塚久子

大塚桐葉

大西 厳

大西真一

大沼経子

大沼正昭

大 場

大橋慶子

大橋三郎

大原則子

おおひら • さだゆき

大見ひさ

大村正次

大山和一

岡 明子

岡 邦雄

岡 淳一

岡倉古志郎

岡坂伸自

岡 沢

岡田綾子

緒方 覚

岡田きよみ

岡田丈夫

岡田みよ

岡野静江

岡部 久

岡本一彦

4-1-12

1-3-78, 5-1-71

4-1-34

5-7-89

3-7-28

3-4-18

2-1-88

5-9-56

4-12-19

4-12-19

5-4-92

5-6-55

5-7-48

4-5-71

2-4-38

5-6-102

日 —70

2-2-54

2-2-55

3-1-27

3-7-33

2-4-13

5-9-80

2-2-8

3-6-18

2-7-32

3-1-30

4-3-17

3-8-74

2-2-96

4-8-62

5-5-79

2-2-46

3-7-11



岡本清ー 2-1-24, 5-5-36

岡山大学歴史学研究部 3-3-46

小川隆子

小川道子

沖浦佐千子

沖口みのる

沖沢やすお

小倉義夫

尾崎卓也

尾崎達郎

尾崎芳治

長田 新

長部舜二郎

織田幹雄

小田切清光

3-3-65

2-2-60

5-1-30

1-2-90, 1-3-40, 日 ー30

5-5-56

4-5-69

2-2-52

3-13-38

3-13-71

2-4-15

日 ー149

5-3-28

日 ー54

越智 亘 3-7-13

落合菜穂子 5-3-86

お茶の水女子大生 4-6-18

お茶の水女子大セツルメント

2-4-60

お茶の水大学唯物論研究会

3-12-23

お茶の水大中研 3-3-19

小 野 1-3-137

小野一郎 5-4-92

小野 喬 4-5-4

小野美智子 5-5-91

小野安平 1-1-102

小野悠子 4-6-4, 5-9-25

小野義彦 5-9-42

小野四平 5-6-100

小野寺昌子 4-11-38, 5-7-89

小原美智穂 3-13-73

帯広迪彦 4-1-22

(8) 

音楽センタ ー

海後勝雄

戒能通孝

加賀祥子

賀川 忠

柿沼 昭

学園評論社

5-3-89

学園問題研究会

か

5-3-11

2-6-50

3-3-38

1-1-29

4-5-48

3-8-30

1-4-(123), 5-2-4,

学生エスペラント連盟

楽団カチュ ー シャ

1-4-58

5-8-93

4-10-23

5-3-32

2-7-22

2-2-44

4-6-24

4-8-48

1-1-26

1-1-11

2-5-49

2-5-45

2-2-97

1-1-27

掛川裕子

笠原道子

笠松 恒

風祭 冗

梶浦謙晴

梶田和子

鹿 島

加島玲子

梶原道子

風早信一

片岡泰彦

片野重房

片山美千代

片山守彦

合唱団白樺

勝田守一

勝野安郎

加藤清史

加藤枇祁

加藤輝治

加藤弘昭

2-1-121

1-1-27

3-3-44

4-2-19

2-6-36, も ー83

4-11-71

4-1-11

日 ー155

3-12-73

日 —64



加藤弘臣

加

リ［］藤正俊

加藤善樹

加藤陸男

取敬了

4-3-72

1-3-134

2-5-50

3-1-27

3-4-65

4-8-11 

金子光晴 日 ー152

金子祐二 4-8-13

樺山孝徳 5-5-22

株式会社学園評論社設立運動発起人

5-2-6 

甲 晋

鎌田祐明

釜本武道

亀井勝一郎

亀山圭二

加茂正之

茅野 昇

香山健一

カラカル

唐沢律夫

河合澄子

河合 昇

河合 洋

川合義宣

川上貰一

川北さよ子

川口潤吉

河口伝吉

川越敏彦

川崎基広

川 島

川島一枝

川島勝志

日 ー21

5-9-80 

も ー83

5-3-12

4-9-8 

2-1-53

2-2-88

5-7-26

4-2-30

2-1-120

3-2-44

1-1-10

3-7-9

5-2-38

2-4-12

5-6-100

1-3-125

3-6-34

1-1-104

4-12-36

1-4-50

3-6-(75) 

3-1-48

(9) 

川島敏幸

川瀬康子

川名宏—

川中 伸

河野るり

川前トシ

川本達夫

河原待男

菅 義之

関東学生社研連書記局

関東編集部

4-11-39 

2-6-14 

2-4-57 

1-1-53 

4-4-40 

4-5-73 

3-11-1 

5-4-84 

2-1-120 

3-9-48 

4-2-6 

上林貞治郎 2-5-74, 2-6-56, 4-1-74

木内宏治

菊川忠夫

菊島勇蔵

菊島良二

5-2-72 

5-4-18 

5-3-24 

4-5-26 

菊田吉雄 3-13-39 

岸 哲美 3-10-25 

岸 陽子 4-11-20 

貴志良太郎 2-7-18 

岸田国士 5-4-53 

木島 始 1-2-106, 4-12-10 

喜舎場順（喜舎場朝順） 5-7-64, 

5-8-91, 5-7-26

北 通文 2-3-20 

北井悠子 1-1-27 

北川三郎 3-2-26 

北川正明

北川 実

北里三枝

北沢輝明

北田洋一

北野千恵

北小路敏

2-5-29 

1-1-55 

2-1-87 

3-13-24 

1-1-50 

2-1-90 

3-8-37 



北ーロ- = 

北原悦—

北原弘
、み ・ともぇ

北村冬樹

北山一

北山茂

鬼頭純三

航二

下順二

寸篤子

寸 功

きむら • かおる

きむら ・ げんべ

キャセム

木山英夫

3-11-44

4-6-10

1-1-13

2-4-32, 2-6-77

2-4-48, 3-10← 10 

5-3-67

2-3-32

3-7-30

4-4-29

1-1-64

2-1-91

2-5-64

4-9-70, 5-9-73

2-4-38

4-2-30

3-12-10

ギヤロ 4-2-30

Q 生 5-3-34

許広平 5-7-14

教育大児童文化研究会 3-11-48

教育大中研 3-3-19

教育大動物学科四年生 4-7-21

教育大東洋史学科有志 3-11-11

京大エスペラント会 水—38

京大経済学部学生調査班 1-2-57

京大経済学部堀江（英）演習生ー同

3-4-29

京大山岳部 5-5-60

京大自治会 3-7-27

京大写真部 2-5-(3)

京大水爆問題協議会 水ー15

京大卒業生 5-9-22

京大文学部二八年度国史三回生

5-6-14

(10) 

京大民科法研法律部会 3-5-56

京都学芸大国文学科現代文学教室

3-11-49

京都大学同学会 2-6-44, 5-6-68 

京都大学文学部史学会国史学専攻三

回生ー同 2-7-65

京都大学文学部史学科国史学専攻四

回生ー同 3-8-58 

清沢 治 日 ー72

貴代志 3-1-24 

桐 野 1-4-50 

銀座印刷労組 4-1-44 

錦城高三年 2-7-28 

ぎんなん

銀林 浩

近隣の高校生

陸井三郎

久我山若木

草川芳彦

くすみまこと

楠山亮介

工藤正男

工藤美智子

工藤幸雄

5-3-7 

5-6-65 

4-12-72 

5-9-20

5-7-66

5-9-36

4-5-33

2-5-74

3-3-33

5-8-92

日 —92

国沢けい子 4-1-12

国松藤一 5-6-47

久保三郎 1-1-51

久保庄三郎 2-2-112

久保田美年子 5-8-15

汲田克夫 3-8-35, 4-3-42, 5-5-30

雲取麦夫 1-2-52, 1-3-107

倉木 5-7-48

くらくも • すすむ 日 ー26

グラドスタイン， アルフレッド



5-3-11 

倉本康子 3-7-32 

栗田和子 5-5-79 

栗原たか子 1-1-27 

栗山宏一 2-2-109 

黒井千鶴 1-2-62 

黒岩義之 3-4-45 

黒内道代 4-4-64 

黒 田 2-7-32 

黒田則子 5-8-48 

桑原武夫 1-4-24, 水—l

桑原玲子 3-6-17 

くわむら • こう 1-1-45 

群馬大学社会科学研究会 2-4-28 

慶応義塾大学三田新聞会 4-6-46 

慶応ユネスコ 3-7-27 

慶応YMCA 3-7-27 

経三M 5-5-28 

K 1-2-(123), 3-6-14, 4-7-71, 

4-11-4 

K教師 も —87

K·K 4-7-73 

劇団風波 4-2-57,4-3-56 

小池賢三 1-1-(5), 1-4ー表紙

高性範 2-2-20 

高校生 3-7-27 

高坂 明 3-12-31 

幸田 正 2-4-38 

幸田佳子 1-4-65 

河野美子 1-3-72 

神戸大学教育学部教育談話会

3-10-52 

郡山泰夫

小木曾夏樹

2-3-70 

1-1-29 

(11) 

国学院大 3-7-27 

国際学連 3-7-7 

国際学連英国訪問団 2-3-46 

国際写真通信（国際写真通信社）

1-2-(8), 2-5-(3) 

国分一太郎

五号室ー同

児島 繁

小島頴男

小島 弘

小島八重

小島安子

こじまゆずる

古瀬幸平

小 塚

五島信義

後藤弥生

小沼治平

こばやし

1-1-40 

4-1-14 

4-3-71 

2-3-20 

4-6-34 

4-2-21 

4-10-70

1-4-42, 日 ー136

1-2-122 

2-2-48 

3-2-34 

5-6-101 

1-4-77 

4-4-73 

小林喜一郎 2-4-69 

小林欣之助 2-2-57 

小林秀雄 4-9-17 

小桧山智 2-7-77 

小桧山政克 2-1-99 

駒場理之 3-2-42, 3-4-66, 5-8-93 

小山光子 5-6-74

コルヴィッツ ， ケー テ 1-1-(9),

1-2-(11) 

近藤久也 4-3-9 

今野敏子 5-5-79 

今野玲子 2-6-78 

さ

佐伯秀光 2-7-62 



西郷信綱 2-4-16 

西条陽市 3-6-32 

財政部 4-1-59 

斉藤和子 3-2-32

斎藤京子 1-1-27

斎藤 駿 4-9-4 

斎藤省吾 3-5-(75) 

斎藤文治 1-3—目次
，
2-6-8

斎藤道子 4-1-35 

佐伯義郎 2-1-58 

堺谷 弘 2-7-21

榊 晃夫 2-2-50

坂口 勉 4-10-4

坂口允彦 5-3-16

坂倉やよひ 4-1-10

坂田昌ー 2-1-29

坂田弘子 4-9-25

坂巻従繁 5-5-64

坂 本 1-4-50, 3-7-11 

阪本楠彦 3-9-48 

坂本町女子高校生 2-4-29 

佐川貞ー 4-6-28 

佐川正子 1-1-54 

佐木 伸 2-6-19 

咲田信弘 日 ー134

佐久間太郎 2-7-26 

佐久間美恵 4-5-70

桜 井 5-7-48

桜井 守 2-1-56

左近允洋 2-1-113 

笹岡照子 3-10-25 

佐々木信男 1-2-92

佐々木英男 1-3-120

佐々木英雄 1-4-101

(12) 

佐竹晴雄 1-1—表紙 ，
1-2-表紙 ，

1-3—表紙

座 長

皐 月

佐 藤

佐藤浩一

1-4-50 

3-10-23 

1-1-11, 1-4-50, 4-7-25 

5-8-54 

佐藤しげ子（佐藤シゲ子） 2-7-77,

3-9-74, 3-11-72 

佐藤 毅 5-6-94 

佐藤 保 3-6-49 

佐藤千恵子 5-6-94 

佐藤敏文 1-1-45 

佐藤秀夫 4-11-10, 5-1-13, 5-2-72 

佐藤 弘 3-10-74 

さとう• まさみ 日 ー82

真田泰子 5-4-92 

佐山喜作 1-1-29 

佐山薩英 4-11-21 

沢崎昌二

沢田幸平

シエテイ ー

2-4-69 

3-12-4 

4-2-30 

塩谷信男 2-1-56 

志賀直哉 5-4-88 

静岡大学工学部学友会 1-3-51 

鎮目恭夫 2-1-97 

自治研究会 1-4-82 

質 天 3-3-19 

四手井綱彦 水ー12

篠原悦子 5-1-73 

篠原正瑛 2-4-16 

四宮経子 4-4-74 

斯波厚司（斯波） 4-5-50, 4-12-70 

柴垣和夫 2-3-20, 3-2-15 

柴田照彦 4-8-38 



柴田好雄 3-3-43 

島いずみ（島いづみ） 4-2-72, 4-5-55 

しま• ひでを 3-5-33 

島 恭彦 1-2-23, 1-4-24, 2-4-13, 
3-4-43

島 陽二 日ー100

島崎真人 3-1-34

島田政雄 1-4-36, 2-4-14 

島田芳子 2-6-60

島本雅夫 3-2-8

清水幾太郎 5-4-12

清水 勇 4-12-74

清水多嘉示 5-9-32

清水ひとみ 5-5-79

清水益実 4-6-31

清水ガ丘セツル勉強会 5-3-48

志村 久

下條一誠

下村明美
シャ ーモフ

爾 三

庄司 武

4-4-28
3-1-26
5-4-64

4-10-23
3-2-34

2-1-75

職場の歴史をつくる会 4-9-58

女子学生 も —88

女子学生会 3-7-28, 4-4-(75)

女子高校三年生 5-2-70

女子高校生 3-7-27

シヨンカル

白井健三郎
白井満佐子
白川幸子
シルレル

神宮寿夫
新宿高三年

4-2-30

4-12-10

4-10-72

3-2-23

5-3-31
1-2-96
2-7-35

(13) 

新谷明生

新保節男
新村 猛

4-12-51, 5-1-42
5-9-12
5-9-42

スウ 4-2-30

末川 博 1-3-12, 3-6-5, 3-7-6

菅間正朔 1-2-78

菅原公史 5-9-36

杉 和子 、 3-9-28

杉浦明平 1-1-107, 2-2-80, 2-4-13

杉本広子 3-6-20

杉本平治 2-1-120

杉山喜代子 4-9-33

杉山博重 5-3-49

朱雀高校読書会 4-3-70

鈴 江 2-7-32

鈴木和夫 3-7-30

すずきけんいち 2-3-40

鈴木信太郎 2-4-70

鈴木利夫 2-4-69, 3-3-65

鈴木英吉 4-8-64

鈴木ひろ子 3-12-61, 3-13-58,
4-2-48, 4-4-58

鈴木正昭 5-7-83, 5-9-36

鈴木正四 2-2-20

鈴木みち子 4-1-55

ステイル
，

アンドレ 1-1-(113)

須藤あけみ 3-6-8, 3-9-6

スピノザ

隅原登喜子

5-5-27, 5-8-59

2-2-109

スリヴイサル 4-2-30

瀬尾八郎 2-3-70

世界民青連 3-7-7

世界民青連日本委員会 4-5-42

関 鑑子 5-7-12



関口佳子 5-3-34

瀬田信子 1-2-65

世田谷郷の歴史を創る会 3-2-49,

3-6-54

説田みな 2-6-17

全学連中執 3-7-28

全国医大インターン対策協議会関西

書記局

千田 恒

仙台高校生懇談会

仙頭悦子

早大自治会

早大社研

早大新聞会編集部

早大土曜会

早大歴史学研究会

相馬健次

相馬正一

蘇田幹子

外裏雅子

園部 実

た

大字革平

田岡信夫

高亀暁美

高木二郎

タカクラ ・ テル

高田節子

高田敏一

高田みどり

高田 求

高野啓輔

高野幸助

2-2-64

5-5-64

4-2-73

4-4-69

3-7-29

3-9-54

5-8-8

5-9-81

1-1-93, 4-3-32

5-9-81

1-2-119

5-4-54

3-13-17

5-6-47

水—46

5-6-94

4-1-10

2-2-55

2-2-38

4-6-7

2-5-31 

5-6-54

3-10-16

5-8-15

5-9-36

(14) 

高野好成

高 橋

高橋 晶

高橋 勇

高橋徹也

高橋哲郎

高橋治美

高橋宏子

高橋益代

高橋みち

隆村孝平

高村民子

高室幸雄

高森節枝

高山 至

田川 徹

滝川三郎

滝口米子

滝口 瞭

滝崎安之助

滝沢富士夫

滝沢林三

滝戸 尚

田口幸平

武 井

武井昭夫

竹内敏雄

竹内成明

竹内美恵

竹内靖彦

竹内 好

竹岡敬温

1-1-28

3-9-52

5-9-62

5-5-29

1-1-26

5-5-48

4-1-73

5-9-9

5-3-44

5-9-73

日 ー35

4-10-73

4-2-22

5-8-54

5-3-91

3-3-4

2-1-110, 2-2-102

4-2-20

4-2-20

4-5-22

2-4-56, 4-7-12

2-2-110

4-10-40

2-2-48

2-4-29

5-6-86

3-13-37

5-4-64

4-1-11

3-10-27

2-2-109, 2-4-16

2-5-66

たけおか • ゆきはる 1-1-46, 日 —97

竹下邦雄 3-2-22



武田伸一

武谷三男

竹中由美子

竹本栄一

竹山武雄

竹山信平

田崎 保

多田銀志

タダ・ タケシ

立井海洋

立井のぼる

田近純一

立川道男

橘

3-5-32 

5-8-20 

5-6-101 

も ー58

1-1-50 

1-4-104 

3-5-6 

4-6ー裏表紙

1-1-45 

4-12-10 

2-1-59 

5-8-26 

4-8-7 

2-7-32 

立花 昭 3-6-27 

辰濃和男 1-1-103 

伊達勇助 4-7-4 

田所 泉1-3-138, 1-4-118, 3-2-57, 

3-3-57, 3-5-64, 3-6-65, 

3-8-62, 3-13-42, 4-5-57, 

4-6-59, 4-7-60, 4-8-53, 

4-9-60, 4-10-60, 4-11-61, 

4-12-58, 5-1-60, 5-2-61, 

5-3-38, 5-9-6 

田中一郎

田中 要

田中貞夫

田中新子

田中喬雄

田中照身

たなかみつお

田辺皓三

田辺貞子

谷 圭次

2-2-49 

3-4-19 

1-2-88, 日 ー101

4-4-38 

4-2-45 

3-5-74 

2-1-120 

2-4-34 

4-6-71 

3-4-53 

(15) 

谷岡裕二

谷口利之

谷口幸雄

谷田文雄

谷村雅子

種村 孝

多野知子

田畑 忍

田畑 弘

田部礼子

玉城 肇

玉沢弘子

田宮虎彦

たむら • なおと

田村治夫

田村正也

3-13-74 

5-9-36

4-3-47

3-10-24 

2-6-16 

3-1-43 

5-3-46 

2-7-8, 3-6-5, 3-7-5 

5-9-42 

4-11-71 

2-6-22, 3-10-34 

5-7-90 

1-1-61, 2-4-12 

3-6-24 

4-7-72 

日 —64

ダン テ 5-3-35 

千明茂雄 2-1-107 

筑紫世詩夫 日 ー89

知念 聡 2-7-78 

千葉庄作 2-2-112 

千葉光則 5-5-64 

千原 透 5-1-36 

茶の実 5-3-10 

中央合唱団 4-7-24 

中 央大 3-7-27 

中国全学連 3-7-7 

中国国際貿易促進委員会 2-1-83 

中大歴史学研究会 3-3-14 

調所史子 1-1-28 

朝鮮高校 3-7-28 

鄭沫敦 3-10-45 

鄭沫敦 3-7-12 

塚 越 2-2-51 



土 ， p �

辻 五郎

辻 哲也

尼多あさみ

津田 孝

5-6-6

1-1-11. 2-7-32 

3-3-44, 5-3-36 

-76

4-12--38, 5-4-69 

3-9-34

4-3-17, 4-6-14 
、+田多可志 日ー127

津田高充 4-8-17 

津田支部 3-13-70 

津田塾大学生 4-10-32 

津田塾大学ユネスコ研究会 4-2-30 

土田伸行 4-6-34

土田宏雄 4-9-40

土田陽一郎 2-2-58

土本英一 5-1-30

土屋忠夫 3-11-73 

津山忠夫 5-4-93 

梅雨空 4-1-72 

鶴 義幸 2-5-35 

鶴見俊輔 1-4-24 

T 4-8-66 

T · H  4-2-72 

T · 0  4-8-61

T ·K 4-1-73

T 生 3-5-62

寺沢正子 2-3-20

寺島伸夫 5-4-11

寺島由起夫 1-4-32

テラロ ー フ コンスタンチン

2-3-45 

伝 祐雄 1-2-37 

天下無敵 4-2-73 

戸板学園演劇部 2-4-60 

(16) 

―板女高三年 2-7-28 

トウオマーネン
，

E 2-1-65 

東京医科歯科大 3-7-28 

東京学生文学懇談会 日—11

東京支部の仲間 5-3-93 

東京女子大新聞部学生 5-4-76 

東京女子大民謡の会（東女大民謡の

会） 2-4-61, 4-1-55 

東京大学法学部助研生A も —88

東京都学生互助会 4-1-60 

東京都学生文学懇談会 2-5-21 

東京読者有志 4-7-69 

東京都立大歴史学研究会 1-3-126,

1-4-90 

東京理科大学うたう会 4-1-16 

東京理科大学科研有志 3-8-18 

道家忠道 2-3-20, 3-2-28 

東 経 大（東経大支部） 3-7-27, 

4-4-73 

同志社大 3-7-27 

同志社大学法学部政治学科 四回生

（同志社大学政治四年生）
4-5-34, 4-6-54, 4-7-49, 

4-9-50, 4-10-42,4-11-42 

同志社大平和に生きる会 3-7-27 

東女大YW 3-7-29 

東大医学部原爆禁止の会 3-9-15 

東大音感合唱団 5-2-14 

東大学生救援会 2-2-54 

東大学生自治会中央委員会

も —表紙裏

東大球士 4-5-10 

東大教養学部わだつみ会 3-2-18 

東大教養学部支部 4-4-52 



東大現代史研究会 1-1-76 

東大合同演劇勉強会 2-6-68 

東大受験グルー プ 4-8-4 

東大正門前の一市民 も ー85

東大無銭旅行グルー プ 4-4-21 

東大ユネスコ 3-7-28 

東大理学部原爆対策委員会3-9-20,

3-10-38

東北支社ニュ ース

東北大I生

東北大追廻住宅子供会

東北大学文学研究会

東北大宮城野原学習会

藤間生大

ト ーマス アデモラ

土岐善麿

4-4-70

3-8-73

3-12-46

1-4-109

2-3-61

5-1-10

4-2-8

日 ー154

徳永 直 2-4-12

利光今朝太郎 5-9-36

戸田芳実 日 ー47, 日 ー89

栃木県泉村の貧しい農民 も—84

栃 本 2-7-32

ドニー ， ジャック 3-1-4

富沢久江 4-6-9

富重〔富重義人〕 5-3-94, 5-4-94,

5-5-94, 5-6-102, 5-7-92,

5-8-94, 5-9-82

富田忠男 1-2-121

富館孝夫 3-2-65

富永太郎

富山妙子

土門 拳

戸山芳郎

戸 山原

豊田和代

日 ―126

5-8ー 目次

日 —表紙

3-12-10

5-4-9

3-6-(75)

(17) 

豊田四郎

トランダック

都立高わだつみ会

都立小山台高校

鳥谷部つぎ

な

内藤 守

中井健司

中井康司

永井秀一

永井 進

中 石

中江隆介

中川和雄

中川作一

中川修一

中川忠満

中川俊雄

中川信雄

中川フミ子

中川もと子

中川良雄

長崎石の会

中沢重子

中島 明

中島一彦

中島健蔵

中島五郎

中島 章

中島敏夫

中島舟吉

中島淑子

永田 節

2-4-13 

4-2-30

3-8-41

2-2-42

3-10-4

3-6-22

1-2ー 目次

1-2-74

5-9-36

5-3-34

3-7-14

4-7-42

1-4-120

5-6-94

2-2-42

3-7-31

1-1-56, も ー87

2-2-20

3-7-31

3-1-50

4-5-69

4-7-42

2-6-18

4-9-13

5-8-78

日 ー4

3-3-35

5-4-92

3-2-10

3-6-19

4-3-5

1-3-123, 日 ー114



長田のり子

仲田三久

中谷和男

中西敏男

長 沼

氷野 仁

中野とおみや

中野迪子

中野淑子

中原久三代

中原早苗

永原晋吉

中原とも子

中原文子

中村 修

中村一男

中村和夫

中村 淑

中村辰夫

中村光男

中村峯子

中村隆承

中村令子

中山辰雄

那須田稔

那戸与志

奈々尾一

4-8-9

3-10-23

5-3-91

2-7-20

3-11-23

2-6-77

2-6-77

日 ー69

5-4-54, 5-5-91

5-6-94

2-5-40

日 ー119

4-1-56

2-3-54

2-2-71

1-2-121, 2-2-109

4-3-73

2-7-78

2-5-30

5-4-26

2-1-84

3-7-33

4-1-15

1-2-30

日 ー84

3-5-30

5-7-20

奈良蟻の会 3-12-55

奈良支部 3-10-72

奈良女高師寄宿舎生 3-13-46

奈良女子大学史学会 3-4-37

奈良女子大学社会学研究会 5-2-26 

奈良女大 3-10-74 

奈良本辰也 1-4-24, 2-4-14 

(18) 

成瀬 治

名和統一

南治孝光

南部昭之

南部昭三

二木宏二

ニクソン
，

マルコム

西恭太郎

西ゆき子

西井武郎

西川市朗

西川正雄

西沢清美

5-3-74

2-4-15

3-10-(75)

5-2-73

4-9-6

5-6-94

4-2-4

3-12-32

1-3-151

5-8-54

5-9-81

2-6-62

5-9-36

西 田 3-10-74

西田 勲 2-1-100, 2-4-70

西田永子 2-1-92

西 田生 5-3-92

西日本水害救援学生会 2-5-32

西野京子 3-6-16

西 村 5-7-48

西村一雄 2-7-52, 3-3-56

西山卓志 3-6-18

西横野村役場助役 2-4-30

西脇 安 水—9

姫川 新 1-2-44, 2-4-12, 5-5-92

二年三組女子ー同 4-1-14 

日本女子大M·F·Y

日本女子大三敬寮

日本女子大支部

日本大夜間部

任仙国

沼崎真二

沼崎英夫

沼田英子

4-8-43

4-9-30

4-1-71

3-7-27

3-10-45

4-7-30

2-2-112

2-2-74



沼田秀郷 5-6-47

根岸清子 5-7-91

練馬区女子学生のつどい一同

4-1-8

2-4-30

2-5-30

3-6-30

5-8-68

2-2-44

4-3-8

3-3-19

1-2-90

5-9-42

3-2-66

5-6-94

農 民

野口親光

野口好子

野坂参三

野坂哲也

野沢 肇

野沢 豊

野路英夫

能勢克男

野田真吉

野間恒男

野間 宏 1-2-50, 2-4-16, 3-1-38,

日 ー157

野元松雄

芳賀 一

パキスタン大使

朴寿南

朴声培

朴春日

朴仁寿

橋詰慶恵

橋本 康

橋本洋子

長谷川進

長谷川征一

長谷川勉

畠山 透

畑中清博

は

5-9-36

2-4-36

2-1-83

3-10-47

3-7-30

3-1-35

1-3-122

1-1-27

4-3-70

5-5-79

2-4-38

1-1-28

1-4-119

5-1-54, 5-8-61

5-8-54

(19) 

畑中政春 1-3-35

八王子刑務所在監八〇一号

1-4-119

八王子刑務所未決八0二号

1-4-120

麦 梓 1-4-(11)

1-3-29

2-1-87

日 ー93

舟艮音馴‘真¥台

服部ゆり

鳩貝久延

花崎皐平 3-4-4, 日 ー85

花房勇三郎 3-5-74

羽仁五郎 5-5-74

馬 場 2-7-32

馬場幸子 4-9-71

浜 玲子 5-3-92

浜 井 5-7-48

浜田滝之介 4-6-34

浜田 悌 4-11-54

浜田照代 5-8-15

浜辺達男 4-4-4

早川正雄 2-2-20

林 1-4-50

林 明子 2-7-59, 3-4-49, 5-5-10

林 要 5-8-34

林 四郎 2-6-31

林 進ー 3-13-39

林 善次 3-4-12

林 槙子 3-1-10, 3-5-47

林田 進 4-5-13

早野雅三（早野） 5-1-26, 5-2-32,

5-4-31, 5-7-48

速水信雄

原 信子

原口 徹

1-2-102

4-3-7

2-4-35



原島保夫

原田耕一

晴

晴 生

春田晋平

春山京子

反戦権利擁護大会

半田拓司

P 生

ピカ ソ

曳地秀幸

樋口みよ子

ヒクメット ナジム

久富勝義

土 方

土方路子

日高 滋

秀 樹

一橋大学学生

人見 実

百万遍

日向部落小学四年生

平井 潔

平井 隆

平垣 学

3-11-24

3-8-12

4-3-74

4-1-69

1-1-10

3-2-39

1-3-64

3-5-5

5-3-93

1-1-(1)

5-4-92

1-3-102

4-9-67

5-9-36

5-7-48

2-4-59

3-3-42, 3-3-45

4-12-71

4-10-32

3-6-51

5-4-7

2-4-29

4-10-32

4-4-4

3-1-53

平 沢 5-4-94

平沢正夫 2-6-21, 4-8-24, 5-9-70 

平田和子

平野久子

平山信子

平山良明

蛭間重夫

広岡知男

広重 徹

1-4-97 

2-6-12 

5-5-79

5-7-47

日—92

5-4-43

2-1-35

(20) 

広 島 大 3-7-29 

広島大学われらの詩の会 1-3-122 

広島大わだつみ会 1-3-93 

広 瀬 2-7-32 

広瀬英彦 5-5-64 

広津和郎 5-6-90 

広山伸子 4-10-26 

ブールデル 5-7-59 

フオウル 5-7-57

深尾須磨子 日ー151

深野 治 4-2-70

福井貞子 1-4— 目次

福井澄子 2-1— 目次

福岡 融 5-4-93

福岡女子大国文科学生の集い

4-4-43

福島晋徳 日ー55

福島正彦 5-2-54

福島みち子 1-1-84, 3-9-61

福島峯子 5-9-80 

福 田 3-7-12

福田鹿子 4-11-18

福長喜美子 1-1-27

藤井俊ー 2-1-38

藤井忠俊 3-9-64

藤井美紗子 5-8-93

藤家常善 4-9-73

藤岡女子高校生徒会 2-4-55

鮒子田耕作 3-13-4, 世— 前付l

藤田孝雄 2-4-69

藤田 牧 3-2-47

藤田正彦 2-4-21

藤谷俊雄 3-8-55, 5-6-30, 5-9-42 

藤波賢一郎 3-7-8 



藤野 渉

藤丸宣丸

伏見康治

藤村弘美

藤本 実

藤原静男

婦人労働者

3-4-50, 5-5-91

3-7-31

2-1-32, 2-4-54

2-2-50

3-3-43

5-6-73

も —84

ふなとよしお 2-5-42

フランクリン 5-5-29

古島弘子 1-4-69

平和友好祭実行委員会 4-8-20

ペリカン ， J 世—1

編集部（本誌編集部） 1-2-25,

2-1-(6), 2-1-42, 2-2-43, 

2-3-45, 2-4-50,  2-5-(3), 

2 - 5 - 2 8, 3 - 4 - 4 5, 3 - 6- 7, 

3-8-18, 3-13-35, 4-1-4, 

4-3-26, 4-5-41, 4-6-23,

4-6-42, 4-9-18, 4-11-41,

5-4-30, 5-9-58, 7](-50

許南麒 1-2-34

帆足 計 2-4-15

ポア ラ

北條 誠

法政大自治会

星野一郎

星野 武

星野東美子

細田安子

堀田ひろし

ぽびあん

ほり・しずこ

堀 徳郎

堀江耕子

5-5-7

5-3-30

3-7-29

4-1-48

4-10-4

4-12-26

2-2-109

3-13-36

5-5-8

1-2-121

5-4-18

3-4-46

堀江正規

堀江亮吉

堀口 勉

本行孝司

本郷三四郎 5-3-72

本誌京都編集部 2-7-34

本誌東京編集部 2-7-31, 2-7-35

本誌編集部→編集部

本田喜代治 2-4-14, 2-5-12

本田直久 3-10-25

本田信子 3-4-65, 5-7-91

本間セッ子

前川亨一

前沢 猛

前園美津子

前田三郎

前田二郎

牧 衷

牧ひろ子

牧田 寛

ま

2-1-66

1-3-74

日 ー82

3-7-33

4-1-9

日 ー116

3-7-30

4-11-74

2-1-57 

3-8-32, 3-11-26 

5-6-8, 5-7-34 

1-1-20 

4-2-24 

牧田寛君のお母さん 4-3-72 

薪山英輔 3-3-66 

正木葉子 3-7-33, 4-11-70, 5-1-74 

正藤正五郎 3-5-4, 3-5-8 

真下信ー 2-2-112, 2-4-17, 4-8-36, 

5-7-89

真島 博

増井 勇

馬杉利三

増子治郎

益田 斎

増田一也

4-9-14

2-2-109

5-8-54

3-10-26

5-8-15

5-4-18, 5-9-13

(21)



増田孝雄 5-4-18 

益田 実 3-7-32 

町井孝行 1-2-98 

町 田 5-7-48 

松井 弘 3-1-55 

松井田高校校長 2-4-29 

松浦圭子 4-8-18 

松浦 一

公尾幸子

松尾太一

松尾 隆

松崎幸八郎

松島栄一

松島孝友

松島利行

松田 玄

松田仁松

松平 昇

松原伊佐子

松原忠良

松村一人

松本京子

松本正二

松本新八郎

松本登久男

2-4-14, 2-5-16, 3-2-65 

3-9-4 

3-5-4, 3-5-7 

5-6-47 

4-4-14 

2-5-53 

2-2-58 

1-1-25 

3-5-50 

も ー20

3-5-9

5-3-92 

4-3-72 

2-4-15 

2-1-87 

4-7-37 

5-2-42, 5-3-64 

2-3-20, 3-6-38, 3-7-8, 

3-11-34, 4-4-4, 4-6-34 

松本尚志

松 山

松山繁

まつやまふみお

マニット

丸岡秀子

丸山邦子

丸山 茂

1-1-108 

3-9-56 

1-3-16 

も ー (1)

4-2-30 

2-7-78 

4-5-52 

3-7-10 

(22) 

丸山 輝 5-4-49 

丸山輝夫 5-8-47 

丸山 昇 1-3-150 

丸山満男 2-2-56 

三浦正恵 1-4-118, 2-6-78, 3-5-74,

3-10-72 

三浦良一

三上 博

三木映子

三岸節子

三国 一

三塩連夫

水 上

水木良一

水 口

水口弘司

水野千鶴子

水野信彦

水野吉治

水本 務

溝越善則

三田 進

三田義夫

三井田早苗
ミ ッケヴィッチ ， アダム

みどり

緑川憲次

みなかみ ・ はるを

南 弘二

南 孝子

南 達郎

南 知子

南 博

5-9-11 

4-8-34 

5-5-17 

5-4-42 

1-3-86 

1-2-20 

3-7-13 

2-2-109 

2-7-32 

4-5-11 

5-2-71 

4-10-51 

5-4-52 

5-9-80 

2-2-112 

5-5-93 

3-4-10 

1-1-28 

5-1-4 

4-5-72 

1-1-28 

日 ー79

2-1-57 

2-5-31 

4-3-17 

2-6-29 

5-6-97 

峰 孝 5-3—表紙5-4ー 目次



5-6ー 目次 ，
5-9-目次

美濃部一馬 4-3-52

宮階延男 3-3-44, 3-3-45, 3-10-26

宮川淑子

宮久保満

三宅啓正

宮崎郁代

宮崎純冶

宮崎伝左衛門

宮島 茂

宮原武夫

三好和子

三好道登

民科教育大物理班

3-11-28

1-2-122

5-4-92

1-1-28

2-3-41

5-9-16

3-4-13

3-9-(75)

2-4-57

5-9-80

3-5-15

民科八王子調査グルー プ 2-6-65

民主主義科学者協会京都支部歴史部

会 1-2-116

民主主義科学者協会物理部会

3-12-40

民主主義科学者札幌支部物化部会

3-8-54

民青連日本理事団

向井允子

向山則子

武者小路実篤

無着成恭

宗像誠也

村尾行一

村岡博人

村上一郎

村上智之

村上英子

村上 宏

村上靖子

4-2-13

2-4-58

4-9-11

5-3-27

2-4-16, 4-7-4

も—82

5-6-78

4-5-4

1-1-70

1-1-28

2-1-89

2-1-65

3-11-74

(23) 

村越 進

村田和江

村田武代

村田道夫

2-7-18

4-3-41

2-2-20

2-2-46

村松晃吉 5-8-91 

村元武司（むらもとたけじ） 2-2-109, 

2-3-43

村山史彦 亀
5-4-55

室井隆三 2-2-57

明治学院大学社研 2-3-60

名大法学部国際問題研究会 3-9-38

名大法学部信夫ゼミナール 3-8-46

名大理学部物理学教室 3-8-4

迷亭苦楽

目白樹子

モオング

4-10-29

5-5-46

4-2-30

モクロ ー ソフ 4-10-23

モスクワ大学美術史 ・ 美術論科学生

4-9-36

本野義雄 1-1-56

元村敏行（元村敏之） 1-3-122, 日ー41

もり ・ すすむ 2-6-70

森 武子 5-7-90

森とし子 3-12-30

盛岡短期大学社会科学研究部

4-9-36

森田護郎

森田 実

森谷長能

森村正彦

諸田達男

八木亜夫

や

2-3-20

4-2-34

1-1-32

3-4-13

日ー128

1-2-88



山崎弘子

-il-24
ー
I -

l'' 

冬

5-5-6 山背 伍

山旧恭之助（山田）

ーハー3

1-3-84
5-6-100 
2-2-43

3-13-12

2-3-30, 4-12-10
3-1-28
5-3-94, 

1-1-52
3-5-52

4-1-30
-61

3-1-11

2-3-48, 2-4-12, 3-2-4,
3-5-34

J

山

山,......,_

山岡温
―

山

山

を

5-5-目次
3-6-60

1-2-121

2-6-27

2-6-14
4-9-68
5-3-33

4-7-74
5-5-92
3-4-48
5-3-91

1-1-58
5-9-36

4-7-4
-x-15

..,,-� 六�o

5-7-72
-7-89

ーハー "9, 4-f ,.., 

5-4-94, 5-5-94, 5-6-102, 
5 - 7- 6 ,  5 -7-9 2 ,  5 - 8-9 4 ,
5-9-82

山田紗名枝 3-9-60

山田三郎

山田春夫

山田 稔

山田宗睦

山手治之

大和正弘

山名敦子

山中和子

山梨大

山之内一郎

山村一夫

山村 勉

山村光枝

山村玲
山 本

山本克
―

山本香保—...

山本浩一

山本孝一

山本三郎
山

,- ·-·-

3-10-28, 4-7-42

2-1-102
5-7-42
5-2-42
5-4-56
3-2-6

5-4-52

4-10-52
3-7-27

2-3-8
3-2-45

1-3-111 

2-1-91

2-5-31

1-4-50, 3-9-56 
3-6-62

1-3-22

2-5-47

4-9-74

2-4-29
3-4-66, 3-8- (75).

-10-73

(24)



山本二郎 3-4-14

山本忠司 3-10-49 

山本則昭 3-13-23

やまもとひでを 3-5-31

山本博雄 3-2-13

山本昌子 5-5-79

山本雅道 3-7-32

山本正行 3-6-21

やまもと • みのる 日ー81

山本幸枝 2-1-86

山本芳子 4-1-32, 4-7-18

由木一夫 3-13-23, 日ー118

由木 黎 3-7-32

湯川秀樹 水—2

雪原北斗 5-8-66

横井洸二 3-11-4

横田美智子 3-1-27

横田睦夫 5-6-101

横浜国立大学社会科学研究会

3-4-20

吉井己良子

吉川幸次郎

吉川勇一

吉沢八重子

吉 田

吉田経夫

吉田徹男

吉田義彦

吉 田山

吉野 準

吉野正治

吉原泰助

吉村達次

吉村道夫

1-1-10

5-7-64

3-1-18

5-4-80

1-4-50

5-8-54

5-6-100

2-4-69, 3-2-66 

5-4-8 

4-10-12 

1-2-71, 3-12-16

3-7-9

1-4-24, 2-1-94

3-2-24, 3-6-35

(25) 

士木照夫

米倉 功

ら

4-4-42

5-8-15

李 英子 3-6-32 

リッフ
゜
マン ， ウォルタ ー 5-9-29

立命大文学部日本史クラス

3-13-51

立命わだつみ会 4-4-30

劉俊南 5-5-56

龍 孟 3-7-10

ルブリョ ーフ 4-2-19

ローゼンバー グ ， エセル 2-6-21

六反田サチ子 5-7-91

ロシュフコオ ， ラ 5-3-29

ロラン ， ロマン 5-3-33, 5-4-55

ゎ

Y 1-2-(123), 1-2-(123), 4-8-63,

4-11-7, 4-12-(75), 5-8-38

Y · A 

Y · N 

YMCA全国委

Y · Y 

和賀久美子

5-3-91

3-6-20

4-10-17

3-7-29

4-5-17

4-7-70, 4-10-69,

早稲田大学歴史学研究会 4-2-25

早稲田の歴史をつくる会 2-3-62,

2-3-69, 5-6-32

和田友子

わだつみ会

わだつみ会事務局

渡辺克夫

渡辺定夫

5-4-92

3-7-27

3-7-28

4-4-4

4-2-20



渡辺静子 3-1-66 渡辺良夫 5-4-93

渡辺史郎 3-10-62, 3-11-56 渡辺麗子 1-1-26

渡部 徹 5-9-42
その他

渡辺美智子 4-5-70

渡辺由利子 2-2-20 IO · K 日 ー103

渡辺陽三 5-5-91 

(26) 


	Copyright Notice
	796783907_0001
	796783907_0002
	796783907_0003
	796783907_0004
	796783907_0005
	796783907_0006
	796783907_0007
	796783907_0008
	796783907_0009
	796783907_0010
	796783907_0011
	796783907_0012
	796783907_0013
	796783907_0014
	796783907_0015
	796783907_0016
	796783907_0017
	796783907_0018
	796783907_0019
	796783907_0020
	796783907_0021
	796783907_0022
	796783907_0023
	796783907_0024
	796783907_0025
	796783907_0026
	796783907_0027
	796783907_0028
	796783907_0029
	796783907_0030
	796783907_0031
	796783907_0032
	796783907_0033
	796783907_0034
	796783907_0035
	796783907_0036
	796783907_0037
	796783907_0038
	796783907_0039
	796783907_0040
	796783907_0041
	796783907_0042
	796783907_0043
	796783907_0044
	796783907_0045
	796783907_0046
	796783907_0047
	796783907_0048
	796783907_0049
	796783907_0050
	796783907_0051
	796783907_0052
	796783907_0053
	796783907_0054
	796783907_0055
	796783907_0056
	796783907_0057
	796783907_0058
	796783907_0059
	796783907_0060
	796783907_0061
	796783907_0062
	796783907_0063
	796783907_0064
	796783907_0065
	796783907_0066
	796783907_0067
	796783907_0068
	796783907_0069
	796783907_0070
	796783907_0071
	796783907_0072
	796783907_0073
	796783907_0074
	796783907_0075
	796783907_0076
	796783907_0077
	796783907_0078
	796783907_0079
	796783907_0080
	796783907_0081
	796783907_0082
	796783907_0083
	796783907_0084
	796783907_0085
	796783907_0086
	796783907_0087
	796783907_0088
	796783907_0089
	796783907_0090
	796783907_0091
	796783907_0092
	796783907_0093



